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＜⼟地利活⽤のメリット＞
◆ ⼟地管理費の軽減
◆ 安定した不動産収⼊

◆ 地域の発展に貢献

不動産利活⽤から始まる、広がる、街づくり

【利活⽤イメージ】

【ご相談は】 ＮＴＴ⻄⽇本アセット・プランニング 四国⽀店 ☎089-909-4488 ＮＴＴＡＰ

健康ライフは、ご家族みんなで お⼿軽ゴルフ︕
アフタヌーン割引 実施中︕
平⽇12時〜18時

【曜⽇別サービスデー】 9時〜22時
◇ ⽉曜⽇ シニアサービスデー（65歳以上）
◇ ⽕曜⽇ レディースサービスデー
◇ ⽇曜⽇ ヤングサービスデー（30歳以下）

【ジュニア⽀援】 18歳まで
◇ 全 ⽇ 60分 500円（2階打席）

【スクール⽣募集】
★ ⼥性ゴルファー⽣徒募集中︕ 初⼼者の⽅⼤歓迎 ※貸しクラブ無料

【お問合せ】 ⼭越ゴルフガーデン ☎089-926-2000 ＮＴＴＡＰ

60分
700円

※⾦額表⽰は 2025年11⽉現在

こんなことでお悩みではないですか︖
● ⼟地を相続したが、どう利活⽤していいかわからない・・・
● 固定資産税を払うだけの遊休地になってしまっている・・・

● 除草など、管理が⼤変で困っている・・・

2025-AP-31
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
穏
や

か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
電
友
会
四
国
地
方
本
部
・
愛
媛
電
友
会
・

香
川
電
友
会
・
徳
島
電
友
会
・
高
知
電
友
会
の
諸
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
自
然
の
厳
し
さ
を
感
じ
る
一
年
で
し
た
。
地
震

や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
加
え
、
各
地
で
猛
暑
や
火

災
が
相
次
ぎ
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
四
国
で
も

記
録
的
な
暑
さ
や
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
今
治
で
発
生

し
た
山
林
火
災
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
出
来
事
が

続
き
、
自
然
の
厳
し
さ
、
自
然
の
力
の
大
き
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
改
め
て
日
常
の
有
難
さ
や
地
域
の
絆

の
大
切
さ
を
感
じ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
で
、
明
る
い
話
題
と
し
て
、
４
月
13
日
か
ら

１
８
４
日
間
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
も
あ
り
ま

し
た
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
、多
く
の
技
術
と
ア
イ
デ
ア
が
披
露
さ
れ
、

新
年
の
ご
挨
拶電

友
会
四
国
地
方
本
部

本
部
長　

吉
岡　

広
志

な
か
で
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
時
間
と

空
間
を
超
え
る
未
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験

を
提
供
す
る
な
ど
未
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社

会
の
実
現
に
向
け
た
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
四
国
電
友
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
四
国
地
方
本
部
及
び
各
県
電
友
会
総
会
・
懇
親

会
を
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
し
、
旅
行
会
、
ゴ
ル
フ

等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
囲
碁
、
俳
句
、
釣
り
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
等
々
の
各
種
サ
ー
ク

ル
で
会
員
の
皆
様
が
楽
し
く
元
気
に
活
動
し
、
健
康

で
あ
る
事
の
有
難
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
は
四
国
全
体
で
の
親
睦
を
深
め
る
試

み
と
致
し
ま
し
て
、
四
国
４
県
対
抗
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
を
新
居
浜
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
各
県
か
ら
会
員

の
皆
さ
ん
が
集
い
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
た
メ
ン

バ
ー
と
の
久
し
振
り
の
再
会
に
笑
顔
が
溢
れ
る
と
同

時
に
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
も
と
、
徳
島

チ
ー
ム
の
優
勝
、エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
お
二
人
（
徳
島
：

原
さ
ん
、
愛
媛
：
平
井
さ
ん
）
と
腕
前
が
光
る
中
、

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
11
月
に
は
、
電
友
会
本
部
の
第
35

回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
表
彰
式
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

四
国
か
ら
は
、
高
知
の
兼
松
憲
一
さ
ん
の
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
を
通
じ
た
自
然
環
境
の
保
護
と

人
間
と
の
共
生
に
向
け
た
啓
発
活
動
」
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

今
治
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
「
戦

争
の
犠
牲
者
（
今
治
空
襲
に
よ
り
殉
職
さ
れ
た
電
話

交
換
職
の
職
員
10
名
）
へ
の
鎮
魂
と
平
和
の
尊
さ
の

伝
承
並
び
に
環
境
美
化
活
動
」
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
ま
し
た

皆
様
方
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
皆
様
が
電
友
会
活
動
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
長
年
の
課
題
で

あ
る
会
員
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
大
き
な
課

題
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
築
い
て
き

た
会
員
の
皆
様
の
「
絆
」
と
「
経
験
」
を
大
切
に
、

今
後
も
親
睦
行
事
や
情
報
発
信
な
ど
様
々
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
身
近
な
存
在
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
明
け
て
皆
様
の
ご

努
力
に
よ
り
、
こ
こ
２
～
３
年
は
新
規
会
員
の
数
も

少
し
ず
つ
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
是
非
、
引
き

続
き
皆
様
の
同
僚
、
後
輩
、
お
知
り
合
い
の
皆
様
に

お
声
が
け
い
た
だ
き
仲
間
の
「
輪
」
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
技
術

を
活
用
し
た
次
世
代
通
信
基
盤
の
構
築
や
地
域
Ｄ
Ｘ

の
推
進
な
ど
、
未
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
四
国
に
お
い
て
も
、
自
治
体
と
企

業
が
連
携
し
、
防
災
・
減
災
、
地
域
交
通
、
観
光
振

興
な
ど
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
か
し
た
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
四
国
電
友
会
と
し
ま
し
て
も
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
活
動
を
理
解
し
、
応
援
し

て
い
く
と
と
も
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
等
へ
の
取
組
み
な
ど

に
対
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
や
人
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
四
国
電
友
会
の

活
動
に
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
様
は
じ
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
の
皆

様
に
対
し
て
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
会
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
祈
念
し
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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設
備
分
野
で
は
、
通
信
設
備
の
保
守
運
用
は
も
ち

ろ
ん
、
メ
タ
ル
縮
退
対
応
に
お
い
て
、
光
回
線
電
話

や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
へ
の
移
行
促
進
な
ど
、
高

保
守
コ
ス
ト
エ
リ
ア
へ
の
面
的
折
衝
を
通
じ
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
長
分

野
に
お
い
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
立

会
受
付
Ｗ
ｅ
ｂ
の
電
力
会
社
様
へ
の
提
案
に
よ
る
四

国
全
域
へ
の
導
入
や
、
自
治
体
様
へ
の
共
同
提
案
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

業
務
効
率
化
に
お
い
て
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
等
の
積
極

的
な
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
安
定
的
な
事
業
運
営
、
将
来
の
収
益
拡
大

に
向
け
た
ス
キ
ル
取
得
な
ど
人
材
育
成
も
加
速
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
も
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
退
職
者
交
流

会
・
地
域
交
流
会
」、「
各
種
社
会
貢
献
活
動
」
な
ど

に
お
い
て
、
地
域
や
先
輩
方
と
の
交
流
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
６
年
も
諸
先
輩
方
が
培
っ

て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
お
客
様
か

ら
の
信
頼
を
積
み
重
ね
、日
々
前
向
き
に
取
り
組
み
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
と
地
域
の
未
来
に
向
け
て

挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
四
国
電
友
会
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
さ
ま
並
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
四
国
電
友

会
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か

に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
旧
年
中
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
へ

の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
７
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
株
式
会
社
へ
商

号
変
更
し
た
ほ
か
、
９
月
に
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
を

光
回
線
電
話
・
ワ
イ
ヤ
レ
ス
固
定
電
話
・
ひ
か
り
電

話
サ
ー
ビ
ス
へ
全
面
移
行
す
る
方
針
を
発
表
す
る
な

ど
変
化
の
大
き
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
第
２
四
半
期
決
算
に
お
い
て
対
前

年
で
、レ
ガ
シ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
減
を
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
・

光
ビ
ジ
ネ
ス
の
増
で
打
ち
返
し
増
収
と
な
っ
た
一

方
、
物
価
高
騰
や
将
来
の
持
続
的
成
長
に
向
け
た
先

行
施
策
の
実
施
に
よ
り
、
減
益
の
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
対
計
画
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
等
の
受
託

拡
大
に
伴
う
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
の
増
、
子
会
社
の
増
や

継
続
的
な
コ
ス
ト
削
減
努
力
等
の
社
員
の
頑
張
り
の

お
か
げ
で
、
営
業
収
益
・
利
益
と
も
に
順
調
な
進
捗

２
０
２
６
年　

新
春
あ
い
さ
つ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本 

四
国
支
店

支
店
長　

鈴
木　

裕
二
郎

と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
環
境
の
変
化
が
激
し
い
中
、
私
た
ち
は
持
続

可
能
な
事
業
運
営
に
向
け
て
更
な
る
高
み
に
登
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
四
国
エ
リ

ア
の
メ
ン
バ
ー
が
各
々
の
業
務
の
目
的
を
共
有
し
、

お
互
い
を
思
い
や
り
、
主
体
的
に
い
き
い
き
と
働
け

る
職
場
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
皆
様
方
に
築
い
て
い
た
だ

い
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
強
み
を
継
承
し
、

会
社
・
組
織
を
越
え
た
連
携
を
深
め
、
地
域
社
会
に

貢
献
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

四
国
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
と
地
域
の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
に
貢
献
す

る
た
め
、
各
支
店
が
そ
れ
ぞ
れ
事
業
運
営
方
針
、
事

業
計
画
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、そ
の
達
成
に
向
け
て
、

全
分
野
で
社
員
個
々
が
役
割
を
果
た
し
、
お
互
い
に

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
更
な
る
高
み
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
営
業
分
野
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
型

案
件
や
奪
還
案
件
、
自
治
体
の
共
創
施
設
案
件
の
受

注
、
マ
ン
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る
大
規
模
マ
ン
シ
ョ

ン
の
全
戸
一
括
受
注
に
成
功
し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

ア
プ
ロ
ー
チ
が
弱
か
っ
た
教
育
系
・
環
境
系
の
自
治

体
原
課
を
新
規
開
拓
す
る
な
ど
、顧
客
基
盤
の
維
持
・

拡
大
に
も
成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。ま
た
、ス
マ
ー

ト
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
に
お
い
て
も
体
制
強
化
を
図
り
、

お
客
様
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

　

令
和
７
年
度
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
表
彰
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
表
彰
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職

後
、
多
年
に
わ
た
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
対
象
に
感
謝
状
等
の
贈
呈
が
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
主
催
の
「
退
職
者
交
流

会
」
に
お
い
て
各
県
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
支
店
長
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
表
彰
者

の
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
表
彰
模
様
は
今
月
号
及
び
４
月
号
の
支
部

だ
よ
り
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

令
和
7
年
度

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
表
彰
者
の
決
定
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

☆
令
和
７
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
本
部
表
彰

　

２
０
２
５
年
11
月
12
日
㈬
東
京
大
手
町
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ

ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て
、「
第
35
回
電
友
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
賞
」（
個
人
表
彰
25
名
、
団
体
表
彰
５

団
体
）、「
第
11
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

賞
」（
個
人
表
彰
５
名
、
団
体
表
彰
２
団
体
）
並
び

に
「
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
賞
・
特
別
賞
」

（
団
体
表
彰
1
団
体
）
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

四
国
か
ら
は
愛
媛
県
今
治
市
の
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
今
治
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
（
代
表
者
・
水
口

豊
さ
ん
）」
と
高
知
県
高
知
市
在
住
の
兼
松
憲
一
さ

ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
電
友
会
本
部
片
山
会
長
か
ら
受
賞
者

の
皆
様
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
島
田
社
長
か
ら
の
お
祝
い
品
贈
呈
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
賞
受
賞
者
を
代
表
し
て
水
口
豊
さ
ん
が

お
祝
い
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
は
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
皇
居
が

一
望
で
き
る
会
場
で
全
国
の
受
賞
者
の
皆
様
と
和
や

か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

電
友
会
本
部
片
山
会
長
挨
拶
と
受
賞
さ
れ
た
方
々

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度　

支
店
長
表
彰
者

県
支
部

表　

彰　

者

愛　

媛

小
田　

喜
則
様
、
定
岡　

秀
和
様

香　

川

福
田　

信
博
様
、
三
木　

孝
平
様

徳　

島

楠
本　

岩
夫
様

高　

知

田
所　

秀
二
様

《左から　吉岡本部長・水口豊さん・兼松憲一さん・川岸事務局長》
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《表彰会場》 《表彰紹介（四国）》

《兼松憲一さん》

《NTT執行役員坂本総務部門長からお祝い品を受ける水口豊さん》

《水口豊さん》
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《祝賀会模様》 《祝賀会場》

１．片山会長ごあいさつ

　この度、第35回ボランティア活動賞並びに第11回ボランティア活動功労賞を受賞された皆様、
誠におめでとうございます。
　私ども電友会は、NTT グループの OB/OG 組織として、全国５万８千名の会員で構成され、
①皆様のようなボランティア活動による地域や社会への貢献、②サークルやレクリエーションな
どの会員の絆を強める活動、③ NTT グループの事業や CSR 活動への協力などに取り組んでお
りますが、こうした様々な電友会の活動は会員の皆様のボランティアによって支えられておりま
す。
　いわゆる「人生百年時代」にあって、長いシニアライフをいかに健康で有意義に過ごしていく
かは、私たちにとって大きな課題ではありますが、受賞された皆様には、仲間や地域との繋がり
を持ちながらまた、ご家族のご理解、ご支援を頂きながら、長きにわたりボランティア活動に精
力的に取り組まれ、NTT グループへのシンパシーの向上にも大いに貢献して頂いたことに、心
からの感謝と敬意を表するところであります。
　皆様におかれましては、健康にご留意され、引き続きこれまでの活動を少しでも長く継続して
頂き、また、地域社会への貢献と併せて、電友会の活動に対しましても今後ともご支援頂ければ、
誠に有難く存じます。
　この度受賞された皆様並びにご家族の皆様の、ますますのご健勝と更なるご活躍をお祈りして
おります。
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１．活動内容
（背景）
　昭和20年４月26日、今治市内全域への空襲により、当時の今治郵便局電
話分室を爆弾が直撃し、電話交換業務にあたっていた29名の執務者のうち、
死者10名、重傷者６名、軽傷者７名の犠牲者が出ました。
　今治電報電話局では殉職した10名の女子電話交換取扱者の御霊を慰める
ため、昭和36年12月局舎新築時に敷地の一角に慰霊碑を建立し、毎年４月26日の命日に、退職
した有志の方や在局の代表者により慰霊祭が行われていましたが、NTT 今治ビルで働く NTT 社
員が皆無になって以降、近年ではNTT西日本四国支店長、愛媛電友会会長をはじめ、多数の方々
が参加していただけるようになり感謝しています。

（活動内容）
　戦後から80年が経過し、現在では NTT 今治ビルで働く常駐社員も皆無となり、また今治在住
の退職者も高齢となり、これまでのように多くの方たちが携わる慰霊祭を催すことは困難な背景
にある中、NTT今治OB・OGボランティアサークルでは、４月26日の命日の慰霊祭はもちろん、
春と秋の年２回10人～15人程度で慰霊碑の清掃を行い、献花は毎週金曜日に代表者である私（水
口 豊）が慰霊碑に供えています。
　併せて、サークルでは４月から10月の間に３～４回、 NTT 今治ビル周辺の清掃・除草も行っ
ています。
　また、2012年当時の今治市立今治小学校（2015年から吹揚小学校）からの依頼で、「今治空
襲の被災状況を児童に読み聞かせる授業」を開催（代表者　水口 豊）し、戦争の悲惨さと二度
と戦争を起こしてはならないということを６年生の児童に対し、読み聞かせ授業を開催するとと
もに児童たちと一緒に慰霊碑に向かい黙祷を捧げ平和を祈りました。
　現在はコロナ禍の影響もあり中断していますが、今後も依頼があれば NTT や電友会と連携し
継続していきたいと考えています。

２．感想
　戦後80年が経過し、戦争の悲惨な状況を伝えていく人々が年々少なくなってきた中、NTT 今
治ビル慰霊碑の清掃・献花を「NTT 今治 OB・OG ボランティアサークル」として長年にわたり
続けてこられたことは、サークルメンバー一人ひとりが「戦争は二度と繰り返してはならない」
という強い思いと先輩方への感謝、NTT への恩返しの気持ちが継続の力になっているのではと
思っています。

������　NTT今治ビル慰霊碑の清掃・献花、並びに
今治空襲を児童に伝える授業の実施　������

NTT今治OB・OGボランティアサークル
代表者　水口　　豊さん（愛媛電友会）

ボランティア活動賞
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　小学校における「今治空襲の被災状況を児童に読み聞かせる授業」を含め、私たちのボランティ
アサークル活動を通じ、戦争の悲惨さ、平和の尊さを一人でも多くの方々に語り続けていければ
と思っています。
　最後に、昭和36年に慰霊碑が建立されて以降、
先輩の皆様から営々と続いていた清掃剪定作業を
途切れることなく続けていくことが我々の使命だ
と考えています。

《児童黙祷》

《ボランティアメンバー》 《ボランティア表彰状》

《慰霊碑》

《授業模様》

《ボランティア清掃活動》
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１．活動状況
（１）現在の活動と資格

○�高知県生物多様性こうち戦略推進リーダー　第５号
○�自然体験活動指導者推進協議会（CONE）コーディネーター
○�全国体験活動指導者認定委員会　自然体験活動統括指導者NEAL 
コーディネーター

○�（一社）全国森林レクリエーション協会認定　森林活動ガイド
○�公益社団法人　日本シェアリングネイチャー協会認定
◦ネイチャーゲームリーダー
◦ネイチャーゲームコーディネーター
◦ネイチャーゲームインストラクター
◦ネイチャーゲーム講座講師
◦�甫喜ヶ峰森林公園ネイチャーゲームの会運営委員長

○�高知県シェアリングネイチャー協会　顧問
○�日本グッド・トイ委員会認定　木育インストラクター
○�高知市体験活動指導者養成実行委員会、同会員
○認定子ども園高須幼稚園　理事

（２）地域活動履歴
高知県教育施設懇話会座長
高知県教育委員会生涯学習課主催　自然体験各種講習会講師受託
「NPO環境の杜こうち」副理事長　2022.4.24
高知県シェアリングネイチャー協会理事長　2008.4 ～ 2022.4
高知県レクリエーション協会評議員
高知自然学校連絡会幹事代表（会長）
森林ボランティア大学　木工クラフト中級指導員 ID13064
森林ボランティア大学　森の案内人初級指導員 ID13019

（３）活動状況　招聘実績・・・ネイチャーゲームを主として、クラフトづくり、読み語り、認
定こども園、公立保育園・幼稚園、小中学校「山の一日先生」活動等、高校（森林体験活動）、
高知県教育委員会主催行事講師活動、障碍者スポーツセンター、須崎市、地域雇用促進協議会、
高知市文化推進協議会（高知市カルポート　高齢者セミナー）、高知市ファミリーサポートセ
ンター、高知市子供会連合会、地域公民館活動（横浜、岡豊、吉良川公民館）、馬路村夏休み
子ども教室、高知県スポーツレク大会参画、他、県内一円の訪問

������　仲間と共に「自然が好き」を広げていく　������

兼松　憲一さん（高知電友会）

ボランティア活動賞
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（４）活動状況　主催実績・・・自然学校（高知県内を訪れ地域の自然を肌で体験）
　　　　　　　　　　　　　　　地域の会行事（農体験等、門松づくり、豆腐味噌作り等）

（５）令和７年度　当面の活動と予定
◦「通りすがりにネイチャーゲーム」県立牧野植物園（6/15、7/13　9/7、11/14、12/7）
◦「サンセットウオッチングと星空観察」本山町・モンベル・NG県協会コラボ行事（7/20）
◦「ハピプラ自然体験　講師派遣」国立室戸青少年自然の家（8/23、8/24）
◦「高知環境博2025　出展　体験指導」環境の杜こうち（8/30）
◦「リーダー養成講座」高知県立青少年の家のいち（9/13、9/14）
◦「シェアリングネイチャー体験会」南国市国分寺（9/28）
◦「自然学校イン工石山」高知市立工石山青少年の家（10/25、10/26）
◦「高須秋祭り」高須第2幼稚園（11/1）
◦「甫喜フェスティバル」県立甫喜ヶ峰森林公園（11/9）
◦「キッズまつり」土佐山田町情報交流館（11/16）
◦「潮江小冬まつり」潮江小学校（11/30）

《保育幼児教育》

《あぐりスクール》

《幼稚園ネイチャーゲーム》

《中央公民館セカンドライフ講座》
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２．感想
　64才で退職し、今年で早や15年が経ちます。戦後のどさくさに生まれ、物心ついたときは、
あばら家で地面は、焼け土で黒かった。昭和の廃墟がそこかしこに残る街並みをくぐり、こんな
戦争は嫌だと貧しさに耐えた時代でした。世の中は、新しい時代の空気が流れ、人々のつながり
あう声が、大人にも子どもにもありました。現役時代、磁石式電話の開通工事に携わった頃、隣
近所が集まり大祝いをしあったそんな空間があり、その幸せとやりがいを感じたものでした。
　現代、地球上での紛争、地球温暖化、いのちの尊さを感じえない、自己第一主義の心にならざ
るを得ない代償に、相手を思いやるこころ、声を掛け合う心が少なくなった気配を感じます。
　年のせいか、愚痴っぽくなりました。この時代に生きている私は、“本当の幸せとは何か”を
考えるようになりました。宮沢賢治を読み、牧野富太郎を読み、ある時、R・カーソンの「センス・
オブ・ワンダー」の本に触れ、その衝撃に触れてから、今日の私が成り立ちました。目の前に広
がる小さな虫、小鳥、草、木・・その美しさ、いとしさ、自然をみるというよりも、感じる心に
揺さぶられる52才でした。その後、現役を務めながら自然体験活動に楽しみを重ねていきました。
　1991年高知県のネイチャーゲーム運動は、教育活動に携わる教職員たちの個人的集まりから
始まりました。1998年発足の高知県ネイチャーゲーム協会は黎明期で、人と自然との体験の広
がりは個人の楽しみの領域でした。2008年～ 2022年、高知県シェアリングネイチャー協会理
事長に推され、様々な分野の方と交流をすることで、人が今何を求めているのか、何が必要なの
かを学ばせていただきました。2013年公益社団法人日本シェアリングネイチャー協会発足から、
環境教育の大切さの中で、人間としてのしあわせの在り方や自然を考えるようになり、自然を暮
らしの真ん中に置いた社会がどれほど大切か「自然が好きで世界が変わる」活動へギアアップし
ています。私の活動は、いまなお、続いています。
　J・コーネル「Sharing nature with children」という本があります。その意味は“子どもた
ちと一緒に自然をわかちあいましょう”それも“大人が”と呼びかけています。現代社会は、生
きることに精一杯で、身近な自然を忘れがちな暮らしをしていますが、自然との一体感により相
手を想い慈しみ心穏やかな、心の平安を見いだす人を育み、人が自然を尊重し共生していく社会
の創造を願って大人たちへのメッセージとして、書かれております。
　私たちの活動は、静かな活動ですが、近年、様々な分野からお声がかかってきます。いかに暗
い時代になろうとも、自然は自然として長い時間をかけて生きているのです。私たちの活動は自
然とふれあう楽しさを感じ、自然から学ぶ喜びを教えてくれます。長い戦さで故郷が焼け野原の
悲しみにならぬよう、「人と自然と人」とが仲良く暮らす社会をこれからも、仲間とともに築い
ていきたいと思っております。
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　皆さんは坂村真民さんをご存知ですか？高校教師で詩人の坂村真民さんは「念ずれば花ひらく」
や「二度とない人生だから」など、わかりやすく老若男女に寄り添い癒しと勇気を与えてくれる
詩を数多く遺されています。
　その坂村真民さんの記念館が砥部焼の里で知られる愛媛県の砥部町にあります。館長の西澤孝
一さんのご両親は電電公社に勤めておられました。お母様の玲子（れいこ）さんは昭和52年に
宇和電報電話局をご退職、お父様の立至（たつし）さんは昭和53年に江川崎電報電話局長をご
退職されました。もちろん電友会にもご入会されておられました。
　その西澤館長から坂村真民記念館のご案内をお寄せいただきましたのでご紹介します。

坂村真民記念館のご案内

�����　坂村真民記念館からのご案内　�����

坂村真民記念館　館長　西澤　孝一
　電友会会員の皆様、初めまして。私は、愛媛県の砥部町にある「坂村真民記念館」の館長
をしております西澤孝一と申します。
　この記念館は、詩人坂村真民の生き方とその詩の魅力を知ってもらうため、本人の直筆の
「詩墨作品」や著作物、愛用品等を展示している施設です。
　「人間としてどう生きるか」を生涯問い続けた詩人・坂村真民の生き方と、優しさと温か
さと「生きる勇気と希望」を詠う「坂村真民の詩」は、多くの人の心に「明るい光」を灯し
続けています。
　しかし、コロナ禍以降来館者数が減少して、記念館は大きな経営危機に直面しており、一
人でも多くの方々のご来館により、その危機を脱出したいと頑張っております。ぜひ一度記
念館に来てみてください。お待ちしております。
（場所）〒791－2132　愛媛県伊予郡砥部町大南705
（電話）０８９－９６９－３６４３
　　　　　　　　https://www.shinmin-museum.jp/
　　◦休館日　　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　◦開館時間　９時～17時（入館は16時30分まで）
（お車の場合）松山自動車道：松山 ICから国道33号利用【所要時間15分】
（松山市駅からの場合）伊予鉄バス：砥部線：「伝統産業会館前」下車【所要時間50分】

西澤孝一の略歴
1948（昭和23）年愛媛
県生まれ。両親ともに電
電公社勤務。
坂村真民の三女と結婚し、
坂村真民の最後を看取る。
愛媛県庁を退職し、坂村
真民記念館の館長に就任

（現在）

坂村真民の略歴
坂村真民（さかむらしんみん）
詩人。1909（明治42）年熊本
県生まれ。戦後、愛媛県の高
校の教師をしながら、詩を書
き続ける。
「念ずれば花ひらく」、「二度と
ない人生だから」など、人々
に生きる勇気と希望を与える
詩を多数残している。
2006（平成18）年97歳で永眠。
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企画展「真民さんのまなざし～真民さんが見つめていたもの～」

（開催期間）　令和７年10月11日㈯～令和８年３月１日㈰

（開催趣旨）　　地球という小さな星の中で、つまらない争いごとが各地で行われ、自分たちの命
をも脅かす核兵器を所持する国が、その力を背景に世界をリードするという時代に
あっても、人間としての尊厳を持って生きることの大切さを、日々心に留めて生き
てゆくことが、今求められていると思います。
　坂村真民の生き方を考察し、そこから分かることは、どんな時代にあっても、変
わらない「人間としての生き方」というものを常に考えて、日々自分の生き方を反
省し、自分を厳しく戒め、「今日よりは、一歩でも前に進む生き方」を心がけてい
たことが分かります。
　「真民さんのまなざし」は、生きとし生けるものへのやさしさと愛情あふれるま
なざしです。しかし、自分自身を見つめるまなざしは、いつも厳しいまなざしでし
た。
　真民詩の中で、真民さんが使っている「まなざし」とは、その人の見る眼、その
人の生き方、その人の志という意味で使っています。
　今回の企画展では、「真民さんのまなざし」について多面的に取り上げ、「世界を
見つめるまなざし」から「生きとし生けるものへのまなざし」、「家族へのまなざし」、
「人間としていきるためのまなざし」という観点から詩を選び、そこで真民さんが
何を書き、何を訴えているのかを解説・展示しています。

（展示構成）
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10/11土

2025.

3/1日
2026.坂村真民記念館西澤館長による

ミニ講演会
日時 10月12日（日）11時～12時

坂村真民記念館会議室場所

●入場無料 ●先着40名
真民さんと共に歩む
2026年3月7日（土）～2026年6月28日（日） 　[休館日]月曜日（祝日の場合は翌日）

次回企画展
のお知らせ

～共に手を取り、共に悲しみ、歩いてゆこう～

ま
な
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し

33
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３１７

砥部町役場
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とべ動物園
愛媛県総合運動公園
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至今治松山城
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〒791-2132 愛媛県伊予郡砥部町大南705 TEL089-969-3643
https://www.shinmin-museum.jp/ ［お車の場合］

松山自動車道 松山ICから
国道33号利用
【所要時間：10～15分】
［松山市駅からの場合］
伊予鉄バス
（砥部線 大街道経由）
「断層口」または「大岩橋」行き
「砥部焼伝統産業会館前」下車
【所要時間：約50分】

/月曜日（祝日の場合は翌日）、12月29日～1月1日
/9時～17時（入館は16時30分まで）
/65歳以上：300円、一般：400円、
 高校生・大学生：300円、小・中学生：200円
  ※15人以上の団体は団体割引あり

/普通車約100台、大型バス駐車可

休 館 日
開館時間
入 館 料

駐 車 場 坂村真民記念館

33

砥部焼観光センター
炎の里

松山南高校
砥部分校

伊予銀行
砥部焼
伝統産業会館

至松山市内

至
久
万
高
原
町

N
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　令和８年４月１日より、自転車利用者に対する『青切符制度』が全国で導入されます。これは
近年、自転車による交通事故が増加傾向にあり、特に歩行者との接触事故や信号無視などの違反
が問題視されていることによるものです。
　この制度は、交通ルールを守る意識を高め、事故の未然防止を図ることを目的としているもの
です。そこで今回、電友会員の皆様にも制度の内容
をご理解いただき、日頃の運転にもご注意いただき
たいと存じ、ご紹介することとしました。

【青切符制度の導入背景】
　これまで自転車の交通違反は刑事手続（赤切符）によって処理されており、違反者には前科が
つく可能性がありました。しかし、自転車事故の増加や違反者への実効性ある対応の必要性から、
16歳以上の自転車利用者に対して青切符制度が導入されることとなりました。
　青切符制度では、違反者は反則金を納付することで刑事手続に移行せず、
前科がつかない簡易な処理が可能となります。

【違反の指導取締り方針】
　警察による自転車の交通違反に対する基本的な方針は、「指導警告」が中心です。
　ただし、悪質・危険な違反（信号無視、逆走、スマホ操作、酒気帯び運転など）については検
挙の対象となります。青切符制度導入後もこの方針は変わらず、
違反の態様に応じて適切な処理が行われます。

《違反態様が悪質なケース～青切符処理》
◦�違反により歩行者が立ち止まったり、他の車両の急ブレー
キや急な進路変更等の回避行動を引き起こしたとき

◦�違反を同時に２つ以上おこなっており、事故の危険が高まっているとき
◦�警察官による指導警告に従わず、違反を継続したとき

【主な自転車の交通違反と反則金一覧】

自転車を安全・安心に利用するために
＝いよいよ４月から自転車への青切符がスタート＝

ＮＴＴ西日本四国支店　相談役　河野　数豊

違反行為 反則金額（目安）

ながらスマホ（携帯電話使用等～保持） 12,000円《最高額》

信号無視 6,000円

一時停止違反・踏切不停止 6,000円

歩道での危険走行（スピード走行など） 5,000円

傘差し運転 5,000円

夜間無灯火 5,000円

並走（二人乗り含む） 3,000円
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【特に注意すべき違反：歩道での危険走行】
　歩道での危険走行は、歩行者にとって非常に危険な行為です。特に以下のような行動は、青切
符の対象となるだけでなく、重大事故につながる可能性があるため特に注意が必要です。
◦�歩道を高速で走行する
◦�歩行者のすぐそばをすり抜けるように通行する
◦�ベルを鳴らして歩行者に道を譲らせる
◦�歩道の中央を走行する

　これらの行為は、歩行者の安全を脅かすだけでなく、自転車利
用者自身も転倒や衝突の危険にさらされ、違反が確認された場合、
反則金の対象となります。更に悪質な場合は刑事手続きに移行する可能性もあります。

【歩道通行に関する注意点】
　自転車は原則として車道の左側を通行することが法律で定められています。
ただし、以下の条件に該当する場合は歩道通行が認められます。
◦�13歳未満または70歳以上の方
◦�身体に障害がある方
◦�車道の通行が危険と判断される場合（交通量が多い、工事中など）

　歩道通行時には歩行者優先が原則であり、徐行しながら車道寄りを通行する必要があり、自転
車の進行が歩行者の通行を妨げる場合は一時停止しなければなりません。
　※徐行～直ちに停止することができる速度で進行すること

【違反後の手続き】
　青切符が交付された場合、違反者は反則金を納付することで刑事手続に移行することはなく、
裁判や出頭の必要もありません。また運転免許保有者の場合であっても、免許の点数に影響はあ
りません。ですが、もし納付が行われない場合は刑事手続に移行する可能性があります。
　また、重大な違反（酒酔い運転、妨害運転など）は青切符の対象外であり、従来通り刑事手続
が適用されます。

【その他の制度】
◦�自転車運転者講習制度：自転車の交通違反を繰り返す者に対して講習を義務付け
◦�免許停止処分：自動車免許保有者が重大な事故（ひき逃げや死亡事故等）や特に悪質な違反
（飲酒運転等）をした場合に適用される可能性あり

【自転車安全利用五則】
　自転車利用者が守るべき基本ルールとして、以下の五則が定められています。これらの五則は、
事故防止の観点から極めて重要であり、特に交差点での信号遵守や夜間のライト点灯は致死率の
低減に直結します。
①車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先
　自転車と歩行者事故のうち、歩行者が死亡または重
傷となった事故の衝突地点別では「歩道」が最多

②交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
　自転車と自動車事故のうち、「出会い頭衝突」
「右左折時衝突」が８割以上
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③夜間はライトを点灯
　夜間前照灯の消灯・設備無しの致死率は点灯時の約1.8倍

④飲酒運転は禁止
　自転車の飲酒運転による死亡・重傷事故率は、飲酒なしの約1.9倍

⑤ヘルメットを着用【努力義務】
　自転車乗車中の死者の約５割が頭部を負傷
　ヘルメット非着用者の致死率は、着用者の約1.4倍

【最後に一言】
　自転車は便利な移動手段ですが、交通ルールを守らなければ事故や
罰則の対象となります。電友会の皆様には、体力や反応速度の変化を
踏まえ、今後も安全運転を心がけていただきたいと思います。『知らな
かった』では済まされない時代です。今こそ交通ルールの再確認をお
願いいたします。
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だ
い
た
方
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
会
食
に
よ
る
交
流
会
は
、
吉
岡
愛
媛
電
友
会

愛
媛
愛
媛
愛
媛

☆�

令
和
７
年
度
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
主
催
退
職
者
交
流
会

の
開
催
及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
表
彰
の
受
賞

会
長
の
挨
拶
と
乾
杯
に
始
ま
り
、参
加
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
久
し
ぶ
り
の
仲
間
と
の
話
が
各
テ
ー
ブ
ル
で

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
最
後
は
、
退
職
者
の
会
池
川
会
長
の
挨

拶
と
締
め
の
乾
杯
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
退
職
者
の
皆
様
は
来
年
度
の
開
催
を
楽

し
み
に
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

《鈴木四国支店長からの事業動向等の説明》

《長寿者（米寿）の方
（稲毛文夫さん、遠富正隆さん、廣瀬成男さん、増井純彌さん）》《四国支店長表彰（小田喜則さん、定岡秀和さん）》
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令
和
７
年
度
愛
媛
電
友
会
の
親
睦
レ
ク
旅
行
と
し

て
「
安
芸
灘
周
遊
へ
の
日
帰
り
旅
行
」
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
の
レ
ク
旅
行
、
愛
媛
電
友
会
で
は
令
和
元

年
度
以
来
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
中
断
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は

宿
泊
旅
行
計
画
で
募
集
し
ま
し
た
が
定
員
に
至
ら
ず

断
念
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
初
め
て
日
帰
り
旅
行

を
計
画
し
、予
想
を
上
回
る
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◦
開
催
日　

令
和
７
年
10
月
16
日
㈭

◦
コ
ー
ス　

�「
御
手
洗
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

～
「
た
け
は
ら
町
並
み
保
存
地
区
」

◦
ル
ー
ト　

�

松
山
市
駅⇒

Ｊ
Ｒ
今
治
駅⇒

と
び
し
ま

海
道（
御
手
洗
地
区
）⇒

昼
食⇒

た
け
は

ら
地
区⇒

し
ま
な
み
海
道⇒

松
山
市
駅

◦
旅
行
社　

亀
さ
ん
旅
行
社

１
．「
御
手
洗
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

　
『
潮
ま
ち
風
ま
ち
港
町
、
そ
し
て
江
戸
の
竜
宮
城

御
手
洗
地
区
。
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
ヘ
ソ
に
あ
る
中
継

貿
易
港
で
人
が
集
い
、
物
が
集
ま
り
文
化
が
育
っ
た

そ
の
栄
華
の
残
像
が
令
和
の
今
、
日
本
文
化
を
伝
え

て
い
る
。』

　

潮
ま
ち
の
港
町
「
鞆
の
浦
」
は
知
っ
て
い
た
が
、

☆
愛
媛
電
友
会
親
睦
レ
ク
旅
行
を
開
催

御
手
洗
は
初
め
て
知
っ
た
、
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど

の
参
加
者
の
感
想
で
し
た
。
２
名
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に

分
か
れ
て
御
手
洗
の
町
を
散
策
。
江
戸
時
代
の
古
い

建
物
や
寺
院
な
ど
を
町
全
体
で
遺
し
て
い
こ
う
と
い

う
息
吹
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
、
北
前
船
で
多

く
の
富
を
築
い
た
旧
家
や
坂
本
龍
馬
、
伊
能
忠
敬
な

ど
歴
史
に
名
を
刻
ん
だ
偉
人
た
ち
の
足
跡
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
．「
昼
食
」
呉
市
蒲
刈
町
「
か
つ
ら
亭
蒲
刈
本
店
」

《御手洗伝統的建造物群保存地区にて集合写真》

《昼食「かつら亭」》《昼食模様》
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☆
第
23
回
愛
媛
電
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

３
．「
た
け
は
ら
町
並
み
保
存
地
区
」

　
『
遥
か
平
安
時
代
、
京
都
下
鴨
神
社
の
荘
園
と
し

て
栄
え
た
歴
史
か
ら
「
安
芸
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ

る
竹
原
、
江
戸
時
代
に
製
塩
業
や
酒
造
業
で
栄
え
た

お
屋
敷
や
由
緒
あ
る
お
寺
の
町
並
み
が
今
も
そ
の
ま

ま
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。』

　

天
気
予
報
ど
お
り
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
も
傘
の

出
番
は
少
し
だ
け
で
済
ん
だ
ふ
た
つ
目
の
目
的
地
、

こ
こ
も
２
名
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
分
か
れ
て
「
た
け
は

ら
町
並
み
保
存
地
区
」
を
散
策
し
ま
し
た
。
江
戸
時《たけはら集合写真①》

《たけはら集合写真②》

代
の
古
い
建
物
や
町
並
み
を
普
段
の
日
常
生
活
の
営

み
を
し
つ
つ
、
き
ち
ん
と
遺
し
て
い
こ
う
と
い
う
町

全
体
の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
、「
あ
て
曲
が
り
」

と
呼
ば
れ
る
三
叉
路
で
形
成
さ
れ
た
街
路
（
四
つ
角

が
ほ
と
ん
ど
無
い
）、
様
々
な
竹
原
格
子
が
使
わ
れ

た
住
宅
群
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
マ
ッ
サ
ン
」

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
竹
鶴
酒
造
、
京
都
清
水
寺
の
舞

台
を
模
し
て
建
て
ら
れ
た
西
方
寺
（
時
を
か
け
る
少

女
ロ
ケ
地
）
の
普
明
閣
（
遠
方
か
ら
み
ま
し
た
）
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
10
月
30
日
（
木
）、
昨
年
に
引
き
続
き

総
勢
67
名
（
男
性
64
名
、
女
性
３
名
）
に
よ
る
『
第

23
回
愛
媛
電
友
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
』
を
チ
サ
ン
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
北
条
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
が
確
実
と
い
う
予
報
の
中
、
朝
は
少
し

肌
寒
か
っ
た
も
の
の
、
終
日
快
晴
の
ゴ
ル
フ
日
和
の

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
一
番
ス
タ
ー
ト
は
午
前
８
時
00
分
で
、
30

分
前
の
受
付
を
周
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
も
早

い
方
は
午
前
７
時
過
ぎ
に
は
来
場
す
る
な
ど
、
仲
間

内
で
の
ゴ
ル
フ
大
会
を
待
ち
望
ん
だ
大
勢
の
会
員
た

ち
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
様
、
今
年
も
大
谷
選
手
が
出
場
す
る

ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
第
５
戦
が
朝
か
ら
放
映
さ
れ
、

ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
の
経
過
に
日
本
中
が
関
心
を
寄

せ
る
中
で
の
大
会
で
し
た
が
、
途
中
棄
権
も
無
く
全

員
が
無
事
に
プ
レ
ー
し
本
開
催
の
目
的
で
あ
る
会
員

相
互
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
過
ぎ
か
ら
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
吉

岡
会
長
よ
り
入
賞
者
個
々
人
へ
賞
品
（
賞
品
は
持
ち

帰
っ
て
家
族
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
品
物
で
合
計
51
個

を
用
意
）
を
手
渡
し
、
来
年
の
開
催
を
楽
し
み
と
し

て
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

本
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
き
ら
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス
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四
国
営
業
支
店
様
の
ご
協
賛
に
御
礼
申
し
上
げ
、
第

23
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

順　位 氏　　名 アウト イン 計 HD Net 記　事
優　勝 長尾　嘉之 43 35 78 8.4 69.6
準優勝 岩本　昭男 44 43 87 15.6 71.4
３位 高橋　龍夫 43 40 83 10.8 72.2
25位 徳永　裕道 40 41 81 6.0 75.0 きらら保険賞
30位 西山　　明 40 42 82 6.0 76.0 当日賞
35位 本間　　督 45 37 82 4.8 77.2 四国電友会賞
45位 大山　光子 51 53 104 24.0 80.0 愛媛電友会賞
B・B 村口　　光 60 58 118 34.8 83.2

ベスグロ賞 和田　恵充 39 35 74 ０ 74.0
ドラコン賞 ③篠浦時男、⑱川上峯生、③小松末幸、⑱渡部　宏

ニアピン賞
②和田恵充、⑥渡部俊三、⑬七五三琢、⑰渡部俊三
②武田茂人、⑥曽我部功、⑬川上峯生、⑰武田茂人

順位賞 多数、ホタル賞

【表彰者等】

（※）順位賞の皆様、そして熟練技（ベスグロ賞）・パワー（ドラコン賞）・小技（ニア
ピン賞）に秀でた皆様、おめでとうございました！！
　また、今回「賞」から漏れてしまった方、次回の親睦ゴルフ大会でのリベンジをお待
ちしています。（事務局）

《３位の高橋　龍夫さん》 《準優勝の岩本　昭男さん》

《優勝の長尾　嘉之さん》 《吉岡会長あいさつ》
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《高松市美術館　掲示板》

《展示の様子》

　

香
川
電
友
会
で
は
令
和
７
年
10
月
31
日
㈮
か
ら
３

日
間
に
わ
た
っ
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
の
ご
協

力
の
も
と
、
会
員
及
び
ご
家
族
の
作
品
59
点
を
展
示

し
「
第
６
回
趣
味
の
作
品
展
」
を
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

ど
の
作
品
も
作
者
の
長
年
の
精
進
の
賜
物
で
あ
る

と
と
も
に
、
作
品
に
か
け
る
思
い
や
生
き
様
が
伝

わ
っ
て
来
る
大
作
・
力
作
ば
か
り
で
し
た
。

　

期
間
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
香
川
支
店
の
木
田
支
店

長
に
も
お
忙
し
い
中
鑑
賞
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

他
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
や
一
般
の
方
々
を
合
わ
せ
て

３
１
０
名
を
超
え
る
ご
来
場
を
賜
り
ま
し
た
。
来
場

者
か
ら
は
作
品
に
対
す
る
賞
賛
の
声
を
多
々
頂
戴
し

ま
し
た
。
折
し
も
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
開
催
期
間

で
し
た
の
で
、
外
国
の
方
も
50
名
以
上
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
、
国
際
交
流
に
も
貢
献
で
き
た
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
会
員
皆
様
の
趣
味
の
作
品
を
通
し
て
、
更

な
る
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
の
輪
の
広
が
り
を
体

感
で
き
た
作
品
展
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
ご
協
賛
頂
き
ま
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
香
川

☆
「
第
６
回
趣
味
の
作
品
展
」
を
開
催

香
川
香
川
香
川

支
店
様
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
の
期
間
、
内
容
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◦
開
催
期
間
：�

令
和
７
年
10
月
31
日
㈮
～ 

11
月
２
日
㈪

◦
開
催
場
所
：�

高
松
市
美
術
館　

一
階 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦
出
展
内
容
：�

出
展
総
数
59
点（
内
訳
は
絵
画
15
点
、

書
道
３
点
、
手
芸
14
点
、
写
真
13
点
、

絵
手
紙
７
点
、
俳
句
７
点
）

《受付》

《会場の様子》
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11
月
15
日
㈯
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

「
２
０
２
５
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
ｉ

ｎ
峰
山
」
に
香
川
電
友
会
は
坂
口
会
長
以
下
役
員
を

中
心
に
有
志
13
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
し
て

は
栗
林
公
園
の
西
に
位
置
し
、
市
民
憩
い
の
場
で
あ

る
峰
山
公
園
一
帯
の
除
草
と
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
支
店
が
社
会
貢
献
と
地
球

環
境
保
護
を
目
的
に
【
美
し
い
環
境
を
、
未
来
へ
残

そ
う
！
守
ろ
う
！
育
て
よ
う
！
】
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
恒
例
行
事
で
す
。
今
年
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
企
業
の
社
員
（
家
族
を
含
む
）
約

２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
で
暖
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
久
し

ぶ
り
の
清
掃
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
作
業
も
手
早
く

終
了
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
で
多
く
の
子

供
さ
ん
達
も
盛
り
上
が
っ
た
後
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
ｉ

ｎ
峰
山
の
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
「
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
開
催
さ

れ
た
ら
、
清
掃
活
動
に
参
加
し
た
い
希
望
の
あ
る
会

員
の
方
は
香
川
電
友
会
・
事
務
局
（
０
８
７-

８
３
３-

６
１
３
０
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

☆「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
ｉ
ｎ�

峰
山
２
０
２
５
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加

《峰山公園清掃》

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
主
催
の
退
職
者
交
流
会
が
11
月
５

日
、
高
知
市
の
三
翠
園
ホ
テ
ル
に
て
Ｏ
Ｂ
76
名
と
Ｎ

Ｔ
Ｔ
社
員
10
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

☆
令
和
７
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
退
職
者
交
流
会

高
知
高
知
高
知

　

交
流
会
の
初
め
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
表
彰
が
行
わ

れ
高
知
電
友
会
事
務
局
長
の
田
所
秀
二
さ
ん
に
青
木

支
店
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
所
さ
ん
は
電
友
会
幹
事
と
し
て
長
き
に
わ
た
り

電
友
会
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
事
業
活
動
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
称
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《田所秀二さん》
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<イベント情報>
■電友会イベント

１　　月 ２　　月 ３　　月 第１四半期

愛　媛

地域交流会（電友会）
◦　1/18　宇和島
　　　20　八幡浜
　調整中　東温
（実施済み）
◦11/27　今治
◦12/　2　新居浜
　　　　4　壬生川
　　　12　西条

◦事務局長、編集委員
会議（２月中旬）

◦無料会員への正会員
入会勧奨

◦愛媛電友会総会 
（5/25）
愛媛県県民文化会館

◦四国総会（5/12）
リジェール松山

（予定）

香　川

◦会報213号郵送 
（1/14以降）

◦第５回三役会議 ◦第６回三役会議 ◦会報214号郵送
◦第1回役員会 
（4/22予定）

◦第64回香川電友会総
会(5/28予定)

徳　島

◦会報発送作業
　（1/15）
◦とくしま・まちなか

花ロード花植会 
（1月中旬）
◦役員会

◦事務局長会議 
（2月中旬～下旬）

◦アドプトプログラム
吉野川一斉清掃

（3月上旬）
◦第6回趣味の作品展
（3/5 ～7）

◦会報発送作業 
（4月上旬）

◦Ｒ8年度第1回役員会 
（4月下旬）

◦総会準備事前打ち合
わせ（5月中旬）

◦徳島電友会総会 
（5月下旬）

◦第2回役員会 
（6月下旬）

高　知

◦1月号会報発送
◦第4回役員会 
（編集委員会）
◦5役会

◦古切手寄贈
◦5役会
◦現金自治検査
◦R8事業計画策定

◦5役会
◦R7年度末退職者会員

入会勧奨

◦R8第1回役員会 
（編集委員会）

◦4月号会報発送
◦高知電友会総会 
（5月中旬）

１　　月 ２　　月 ３　　月 第１四半期

愛　媛

◦椿まつり（椿神社） 
（2/23～25）

◦63回愛媛マラソン 
（2/1）

◦七折梅祭（砥部町）
２月下旬～３月上旬

◦遍照院節分会厄除大
祭（2/3）

◦松山お城まつり 
（４月上旬）

香　川

◦小豆島霊場開き 
(1/21)

◦第78回丸亀国際ハー
フマラソン（2/1）

◦第36回坂出天狗まつ
り（2/7～2/8）

◦第32回坂出天狗マラ
ソン（2/8）

◦二十四の瞳映画村ひ
なまつり 
（2/14～4/3予定)

◦第23回宇多津の町家
と雛祭（2/29～3/1）

◦かがわマラソン 
（3/15）

◦高松春の祭りフラワ
ーフェスティバル
2026（玉藻公園）

◦丸亀城桜まつり 
（未定）

◦丸亀お城祭り 
（未定）

■地域イベント
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１　　月 ２　　月 ３　　月 第１四半期

徳　島
◦徳島マラソン 
（3/22）

◦はな・はる・フェスタ
（5月上旬）
場所：徳島市

高　知

◦イルミネーションフ
ェスタ2025
（高知市中央公園）
（2026/1/12まで）
◦津野町キラリ☆周遊

ラリー Vol.2
（2026/1/31まで）

◦高知龍馬マラソン 
（2026/2/15開催）

◦土佐のおきゃく2026
高知市中心商店街ほか
（3/7～3/19開催）

◦高知城花回廊（4月）
◦龍馬に大接近 
（4月～ 6月）

◦中土佐町 かつお祭り 
（5月～ 6月）

■JR四国観光列車「志国土佐　時代(トキ)の夜明けのものがたり」
　土讃線　高知駅～窪川駅間
　◦　1月　10日～25日毎土日祝
　◦　2月　運休
　◦12月　6日～29日の金土日

　

私
の
健
康
法
は
畑
か
な
？

　

主
人
の
実
家
の
海
陽
町
に
畑
が
あ
り
、
草
が
生
え

な
い
よ
う
に
月
に
３
〜
４
回
位
、
往
復
約
４
時
間
か

け
て
行
っ
て
ま
す
。
季
節
ご
と
に
好
き
な
野
菜
を
植

え
た
り
、
果
物
の
木
も
色
々
植
え
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
、
文
旦
、
柿
、
金
柑
、
ゆ
ず
、
レ
モ

ン
、
キ
ウ
イ
等
、
義
父
が
育
て
て
い
た
も
の
と
、
私

が
追
加
で
植
え
た
も
の
と
、
実
が
な
る
度
に
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

草
抜
き
も
好
き
で
、
作
業
後
の
や
っ
た
ー
感
が
、

最
高
で
す
。

健
康
の
ペ
ー
ジ

☆
私
の
健
康
法岡

宮　

多
美
子
さ
ん
（
徳
島
市
）

　

定
年
を
迎
え
約
１
年
間
の
ん
び
り
と
過
ご
し
ま
し

た
が
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
私
は
、
動
物
園
近

く
の
植
物
園
に
約
２
ヵ
月
ほ
ぼ
毎
日
頂
上
ま
で
登
っ

て
ま
し
た
。
徐
々
に
膝
に
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
が
、
月
１
回
の
テ
ニ
ス
と
不
定
期
の

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
が
重
な
っ
た
翌
日
か

ら
階
段
の
登
り
降
り
が
超
大
変
。
歩
く
の
も
足
を
引

き
ず
る
感
じ
。

　

結
果
、
変
形
性
膝
関
節
症
と
の
診
断
で
し
た
。

［
10
月
号
の
私
の
健
康
法
と
か
ぶ
り
ま
す
が
］
治
す

為
に
色
ん
な
治
療
法
を
試
し
て
み
ま
し
た
。

　

A
m
azon

で
毎
月
９
０
０
円
の
定
期
購
入
で
試

し
た
ロ
コ
モ
プ
ロ
と
言
う
商
品
が
私
に
は
合
っ
た
の

か
、
凄
い
回
復
で
す
。
試
し
た
２
、３
日
目
か
ら
普

通
に
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

変
形
性
膝
関
節
症
は
50
才
以
上
の
約
半
数
が
な
る

と
の
事
。
膝
の
痛
い
人
は
是
非
、
是
非
試
し
て
み
て

下
さ
い
。

　

退
職
後
の
第
二
の
人
生
、
楽
し
く
元
気
に
過
ご
し

た
い
で
す
ね
。
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ド
キ
ュ
メ
ン
ト

　

平
成
28
年
末
に
潮
江
ビ
ル
の
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ク
ノ

を
退
職
し
て
９
年
が
た
ち
73
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
農
地
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
負
担
を
感
じ
な

が
ら
も
米
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
の
育
苗
か
ら
始
ま
っ
て
、
８
月
に
収
穫
す
る

ま
で
が
米
作
り
の
期
間
で
す
。
そ
の
後
は
、
次
の
年

に
備
え
て
耕
運
作
業
を
行
い
ま
す
。
例
年
利
益
は
出

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
米
の
値
段
が
よ
か
っ
た

の
で
助
か
り
ま
し
た
。
購
入
し
て
く
れ
た
人
が
「
お

宅
の
米
は
う
ま
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の
で
、
も
う

少
し
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
地
区
は
高
齢
者
ば
か
り
で
、
私

が
退
職
す
る
の
を
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
い
ろ

ん
な
役
を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。土
地
改
良
区
、

農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
）、
Ｊ
Ａ
支
所
運
営

委
員
、
農
地
環
境
保
全
会
な
ど
の
役
員
を
経
験
す
る

こ
と
で
農
業
関
係
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
有
難
か
っ

た
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
に
国
勢
調
査
の
調
査
員
を
引
き

継
い
だ
こ
と
で
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
就
業
構
造
基

☆�

「
退
職
後
の
日
々
」

本
調
査
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
な

ど
の
調
査
員
も
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
に
引
き
受
け
た
民
生
委

員
は
今
年
で
11
年
。
令
和
４
年
か
ら

民
生
委
員
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

始
め
た
「
民
生
委
員
だ
よ
り
」
は
第

12
号
を
５
月
に
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
役
を
も
ら
っ
た
お
陰
で

地
域
の
方
々
と
関
わ
り
が
で
き
、
ボ

ケ
封
じ
に
も
な
っ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
趣
味
の
ゴ
ル
フ
が
一
向
に

上
手
く
な
ら
な
い
の
が
残
念
で
す
。

南　
　

陽
一
さ
ん
（
香
南
市
）

《育苗（順調に育っています）》

《保全会総会で監査報告》《保全会の編集委員会（左が南さん）》
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１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
松
山
市
一
番
町
に
誕

生
し
た
四
国
電
電
ビ
ル
は
、
再
開
発
の
た
め

２
０
２
５
年
度
末
を
以
っ
て
解
体
さ
れ
、
63
年
間
の

拠
点
ビ
ル
と
し
て
の
役
割
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
長
年
建
物
と
共
に
歩
ん
で
き
た
建

築
部
門
と
し
て
、
四
国
電
電
ビ
ル
の
あ
ゆ
み
を
追
っ

て
み
ま
し
た
。

１
．
は
じ
め
に

　

四
国
電
電
ビ
ル
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
昭
和
48
年

発
行
の
「
四
国
電
信
電
話
事
業
史
―
公
社
発
足
20

年
―
」
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
国
通
信
局
は
、
昭
和
22
年
に
倉
庫
と
し
て
新
築

し
た
木
造
の
建
物
を
使
用
し
て
い
た
が
、
県
・
市
当

局
か
ら
も
「
市
中
で
い
ち
ば
ん
重
要
な
位
置
を
占
め

る
美
観
地
区
に
、
古
ぼ
れ
た
木
造
建
物
の
あ
る
こ
と

は
、
市
発
展
上
好
ま
し
く
な
い
。
ぜ
ひ
堂
々
た
る
建

物
を
建
て
て
欲
し
い
」
と
再
三
要
望
さ
れ
て
い
た
も

の
で
、昭
和
35
年
よ
う
や
く
改
築
計
画
が
具
体
化
し
、

同
敷
地
内
で
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
建
築
中

の
仮
庁
舎
は
持
田
町
（
南
持
田
電
電
ア
パ
ー
ト
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
）
と
松
山
電
話
局
の
旧
庁
舎
に
分
散

☆�
「
四
国
電
電
ビ
ル
の
あ
ゆ
み
」

隼
田　

正
行
さ
ん
（
松
山
市　

Ｈ
15
年
退
職
）

し
て
い
た
。

　

新
庁
舎
は
愛
媛
・
搬
送
・
無
線
の
各
通
信
部
を
含

め
た
総
合
庁
舎
と
し
て
、
四
国
電
電
ビ
ル
と
名
づ
け

ら
れ
、
５
階
建
て
延
べ
９
、３
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
総
工
費
４
億
円
を

か
け
36
年
４
月
着
工
、
37
年
９
月
に
完
成
し
た
。
当

時
は
他
に
高
層
建
物
が
少
な
く
、
明
る
い
近
代
的
な

建
物
と
し
て
、
松
山
市
は
も
ち
ろ
ん
四
国
で
も
屈
指

の
建
物
で
あ
っ
た
。
電
電
ビ
ル
の
敷
地
は
、小
説「
坊

ち
ゃ
ん
」
の
舞
台
に
な
っ
た
松
山
中
学
校
の
跡
で
、

夏
目
漱
石
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
庁
舎

の
新
築
に
あ
た
り
玄
関
横
に
記
念
碑
を
建
立
し
た
。

《
四
国
電
信
電
話
事
業
史
》
か
ら

２
．
四
国
電
電
ビ
ル

　

電
電
公
社
発
足
か
ら
10
年
、
１
９
６
２
年
（
昭
和

37
）
四
国
の
拠
点
ビ
ル
「
四
国
電
気
通
信
局
（
電
電

ビ
ル
）」
は
竣
工
し
ま
し
た
。
日
比
谷
電
電
ビ
ル
（
本

社
ビ
ル)

と
ほ
ぼ
同
時
期
に
本
社
建
築
局
で
設
計
さ

れ
ま
し
た
。（
建
築
設
備
設
計
、
工
事
監
理
は
四
国

建
築
部
）
四
国
電
電
ビ
ル
は
セ
ン
タ
ー
コ
ア
シ
ス
テ

ム
や
間
仕
切
り
シ
ス
テ
ム
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
採
用

等
、当
時
と
し
て
は
新
し
い
試
み
と
見
ら
れ
て
い
た
、

内
容
が
随
所
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
平
ラ

イ
ン
を
生
か
し
た
外
観
は
、
伝
統
あ
る
郵
政
ス
タ
イ

ル
に
加
え
、
連
続
窓
の
形
式
や
庇
の
デ
ザ
イ
ン
等
に

進
化
し
た
、
電
電
建
築
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
電
電
ビ
ル
と
し
て
は
中
国
電
電
ビ
ル
１
９
５
８

年
（
昭
和
33　

設
計
大
澤
秀
行
）、
日
比
谷
電
電
ビ

ル
１
９
６
１
年
（
昭
和
36　

設
計
國
方
秀
男
）
に
続

く
３
番
目
と
な
り
ま
す
。
両
ビ
ル
と
も
先
進
的
で
優

れ
た
建
物
に
贈
ら
れ
る
日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
逓
信
建
築
の
代
表
的
建
築
家　

吉
田
鉄
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郎
氏
は
、
そ
の
著
書
「
建
築
家
・
吉
田
鉄
郎
の
手
紙
」

の
中
で
【
奇
を
て
ら
わ
ず
、
端
正
で
、
飽
き
の
こ
な

い
洗
練
さ
れ
た
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
す
る
】
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
四
国
電
電
ビ
ル
は
、
逓
信
建
築

の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
る
電
電
建
築
の
一
里
塚
と

し
て
十
分
に
価
値
あ
る
存
在
だ
と
言
え
ま
す
。

　

松
山
城
の
麓
、
電
車
通
り
の
大
き
く
カ
ー
ブ
し
た

道
路
沿
い
に
、60
数
年
間
悠
然
と
建
ち
続
け
て
い
る
、

明
る
く
ス
マ
ー
ト
な
美
し
い
電
電
ビ
ル
は
、
市
役
所

か
ら
県
庁
に
続
く
都
市
景
観
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
築

で
し
た
。

３
．
電
電
ビ
ル
の
特
徴《
新
築
工
事
の
設
計
図
か
ら
》

⑴�　

フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
〈
セ
ン
タ
ー
コ
ア
と
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
化
〉

　

電
電
ビ
ル
は
通
信
局
、
愛
媛
・
搬
送
・
無
線
の
各

通
信
部
を
収
容
す
る
総
合
庁
舎
と
し
て
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
階
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
は
、
自
由
に
使
え

る
最
大
の
面
積
を
確
保
し
て
お
り
、
各
部
屋
の
間
仕

切
り
壁
は
将
来
の
組
織
変
更
も
含
め
て
、
柔
軟
か
つ

効
率
的
に
設
置
で
き
る
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
階
段
、
エ
レ
ベ
ー
タ
、
便
所
、
倉
庫
な
ど
の

共
用
部
分
を
中
央
に
ま
と
め
て
配
置
す
る
〈
セ
ン

タ
ー
コ
ア
シ
ス
テ
ム
〉
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の

周
り
に
纏
ま
っ
た
広
い
事
務
ス
ペ
ー
ス
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
間
仕
切
り
壁
は
予
め
決
め
ら
れ
た
位
置
に

設
置
す
る
〈
間
仕
切
り
シ
ス
テ
ム
〉
を
採
用
し
、床
・

天
井
・
壁
に
取
付
け
用
金
物
を
先
付
す
る
こ
と
で
、

施
工
が
簡
略
化
し
経
済
的
に
な
り
ま
す
。
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　　申請地　   　  松山市２番町５４番地　（一番町４丁目３番）

　　敷地面積   　 5.31.56  ㎡　　（1676.25坪）

　　道路幅員　 　東　6.0ｍ 、西　30.0ｍ、 北　30.0ｍ

　　　　※1　東側3.5ｍ　※2　西側≒12.0ｍ　※3　北側9.0ｍ

　　　　①　四国電電ビル　ＲＣ　-1+5　　1962年（昭和37年）

　　　　②　付属舎　　 　　　ＲＣ　0+5　　 1974年（昭和４９年）

　　　　③　ĪＮＳ館　　 　　　ＳＫ　0+2　　  1985年 (昭和60年)　

□平面 　柱ｽﾊﾟﾝ 　　長辺方向　　6.5ｍ　×　9ｽﾊﾟﾝ　

　　　　　　　　短辺方向　　8.0ｍ＋　6.5ｍ　＋　8.0ｍ

　外周壁　  　柱芯ヨリ東西1.4ｍ、南北　2.0ｍ

　地    階   　1400.54㎡　食堂・売店・理髪室・喫茶室　

　　     　　　  暖房機械室・電力室・倉庫

 　1     階　　1292.45㎡　玄関ﾎｰﾙ・監視員室・事務室 

　　収容組織　 　　　　　　　　 庁内郵便局・工事要員室

　　四国通信局/愛媛・搬送・無線通信部  　基準階   　1624.45㎡  　（2～5階）　61.3ｍ×26.5ｍ

　　基準階　　ﾚﾝﾀﾌﾞﾙ比　　74.1　％  　屋   階　    150.12㎡　　階段室・倉庫

　

 　屋　階　　 　柱梁型コンクリート打ち放し

  　最高高さ　24.02ｍ/軒高　19.45ｍ 　 2～5階    　庇ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し、ｱﾙﾐｻｯｼ連窓
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 　コ　　ア      (258.05㎡)　階段室・ｴﾚﾍﾞｰﾀﾎｰﾙ・便所・

　　　　　　　　　　　　　　　 　湯沸室・書庫・調和機室など

61300
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ｾｾﾝﾝﾀﾀーーｺｺｱｱ
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※
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い
）
の
連
続
窓
と
、
雨
よ
け
、
日
射
調
整
、
上
階
へ

の
延
焼
防
止
、
街
路
騒
音
の
低
減
等
を
目
的
と
し
た

ス
マ
ー
ト
な
デ
ザ
イ
ン
の
庇
が
東
西
に
長
く
延
び
て

い
ま
す
。

　

庇
は
下
か
ら
の
見
え
方
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
庇

を
支
え
る
梁
型
を
隠
す
た
め
〈
逆
ス
ラ
ブ
工
法
〉
を

取
り
入
れ
、
庇
裏
が
す
っ
き
り
し
た
Ｌ
型
の
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
い
ま
す
。
東
西
面
（
妻
側
）
は
同
様
な
庇

を
回
し
、
外
壁
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板

（
工
場
製
品
）
を
建
込
み
、
サ
ッ
シ
の
外
側
に
は
日

⑵　

立
面
・
断
面

　

当
時
の
建
築
基
準
法
で
は
高
さ
制
限
（
31
ｍ
）
が

あ
り
、
事
務
所
ビ
ル
は
８
～
９
階
建
て
が
限
界
で
、

階
高
・
天
井
高
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
四
国
電
電
ビ
ル
は
基
準
階
の
階
高3.6

ｍ
、
天
井
高
さ2.7
ｍ
（
当
時
は2.5

ｍ
程
度
）
と
十

分
な
高
さ
が
あ
り
ま
す
。
天
井
ま
で
の
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
の
採
用
で
、開
放
的
で
自
然
採
光
、自
然
通
風
（
冷

房
な
し
）
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
執
務
ス
ペ
ー
ス
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
西
に
長
い
外
壁
面
は
、
５
層

の
庇
に
挟
ま
れ
た
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
（
当
時
は
珍
し 

射
調
整
の
た
め
、
縦
型
の
ア
ル
ミ
製
ル
ー
バ
ー
を
取

り
付
け
て
い
ま
す
。

⑶　

1
階
外
壁
後
退
〈
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
〉

　

１
階
部
分
の
外
壁
面
は
、
上
階
の
庇
先
端
か
ら

3.3

ｍ
後
退
し
て
お
り
、
上
部
の
水
平
庇
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
柱
・
梁
で
支
え
る
形
式
と
し
て

い
ま
す
。
奥
行
き
の
あ
る
庇
裏
は
大
梁
の
小
口
を
工

夫
し
、1.3

ｍ
間
隔
で
並
ん
だ
小
梁
を
上
手
く
配
置

し
た
こ
と
に
よ
り
、
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
豊
か
な
軒
下

空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《庇》

《アルミサッシ》

《セットバック》
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《ピロティ①》

《ピロティ②》

⑷　

ピ
ロ
テ
ィ

　

電
電
ビ
ル
の
玄
関
ポ
ー
チ
〈
ピ
ロ
テ
ィ
〉
は
特
徴

的
で
、玄
関
庇
の
下
か
ら
階
段
（
７
段
）
上
が
る
と
、

３
方
吹
き
抜
け
の
開
放
的
な
ピ
ロ
テ
ィ
に
出
ま
す
。

ピ
ロ
テ
ィ
は
地
盤
か
ら1.2

ｍ
の
高
さ
が
あ
り
周
囲

を
眺
め
ら
れ
、
玄
関
ホ
ー
ル
へ
向
か
う
気
分
転
換
の

場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ピ
ロ
テ
ィ
は
南
北

間
の
通
路
で
も
あ
り
、
庁
内
郵
便
局
や
電
報
電
話
相

談
所
に
直
接
出
入
り
で
き
る
扉
を
設
け
て
い
ま
す
。

⑸　

地
下
食
堂
、
ド
ラ
イ
エ
リ
ア

　

ビ
ル
の
地
下
に
は
電
力
室
・
暖
房
機
械
室
・
倉
庫

の
他
、
食
堂
・
売
店
・
喫
茶
室
・
理
髪
室
な
ど
の
厚

生
施
設
が
あ
り
、
地
下
階
へ
の
採
光
、
換
気
の
た
め

浅
い
空
堀
〈
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
〉
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

食
堂
で
は
高
窓
か
ら
の
自
然
光
が
射
し
込
む
中
で
快

適
に
食
事
を
摂
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◇�

こ
れ
ま
で
の
電
電
ビ
ル
に
お
け
る
組
織
・
業
務
内

容
の
変
化
や
、
情
報
技
術
・
環
境
技
術
の
飛
躍
的

な
発
展
に
対
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
対
応
状
況

《地下食堂・ドライエリア②》

《地下食堂・ドライエリア①》

や
、
法
規
制
・
経
年
劣
化
対
策
、
快
適
な
執
務
環

境
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
、
63
年
間
の
歴
史
の
詳

細
を
辿
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新

築
時
の
設
計
図
に
【
建
物
の
使
わ
れ
方
の
変
化
】

に
対
す
る
、
先
見
的
な
設
計
思
想
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
適
格
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
結
果
、
四
国

電
電
ビ
ル
は
拠
点
ビ
ル
と
し
て
、
十
分
に
役
割
を

果
た
し
終
え
た
と
言
え
ま
す
。

《
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
》
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〇
香
川
電
友
会
で
の
身
近
な
事
例
紹
介

①�

毎
月
最
終
週
の
木
曜
日
の
支
店
周
辺
「
さ
わ
や
か

ロ
ー
ド
」
清
掃
活
動

　

高
松
市
が
企
業
に
声
掛
け
し
て
実
施
し
て
い
る

「
道
路
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
一
つ
で
す
。

　

高
松
市
が
保
険
、
作
業
用
ビ
ブ
ス
、
看
板
、
ゴ
ミ

袋
、
会
社
か
ら
軍
手
や
清
掃
道
具
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
会
社
が
取
り
組
み
始
め
た
15
年
以
上
前
か

ら
ほ
ぼ
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
香
川
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は
、
自
発
的
に

社
会
活
動
に
参
加
し
、
無
償
で
活
動
す
る
人
た
ち
の

こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
大
げ
さ
に
捉
え
ら
れ
て
い
る

面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

確
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
ケ
ガ
や
事
故
に

対
す
る
保
険
、参
加
者
と
し
て
の
心
身
の
体
調
管
理
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
な
ど
準
備
も
必
要
で
す
。
し
か

し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
文
化

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
要
請
が
電
友
会
に
届
き
ま
す
の

で
、こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
簡
単
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
で
の
万
一
に
備
え
て
の
保

険
、
水
分
補
給
の
飲
物
・
道
具
・
服
装
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
ま
で
用
意
や
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
事
前
に
教
え

て
く
れ
ま
す
。

　

ご
参
加
希
望
の
方
は
、
香
川
電
友
会
事
務
局
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

☆�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
想
う
こ
と

香
西　

輝
紀
さ
ん
（
高
松
市
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

《エコキャップ》

《さわやかロードお掃除模様》

②
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
と
送
付

　

香
川
支
店
に
持
ち
込
ま
れ
る
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
指

定
工
場
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
、
続
け
て
い
て
知
ら
ぬ
間
に
11
万
個
も

送
付
し
ま
し
た
。

③
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
ｉ
ｎ
峰
山

　

香
川
支
店
恒
例
の
公
園
清
掃
活
動
で
す
。

　

こ
の
会
報
（
支
部
だ
よ
り
）
に
詳
細
な
記
載
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◇　

青
木
　
敬
三
（
高
知
市　

Ｈ
31
年
退
）

　

６
回
目
の
年
男
を
迎
え
、
身
体
の
老
化
が
徐
々
に

進
行
し
て
い
る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ぽ
ろ
ぽ
ろ

と
歯
は
欠
け
て
ゆ
き
、
骨
も
脆
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
数
年
前
、
脊
柱
管
狭
窄
症
と
診
断
さ
れ
た
際
に

は
、
布
団
の
中
で
痛
み
が
和
ら
ぐ
姿
勢
を
探
し
て
寝

返
り
を
打
っ
て
い
る
う
ち
に
、
夜
明
け
を
迎
え
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
投
薬
や
整
体
通
い
で
な
ん
と
か

手
術
は
回
避
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
で
は
初
め
て
四
国
の
外

に
出
て
万
博
に
行
き
ま
し
た
。
少
し
難
解
な
入
場
予

約
を
経
て
、パ
ビ
リ
オ
ン
抽
選
予
約
を
し
ま
し
た
が
、

こ
と
ご
と
く
抽
選
漏
れ
と
な
り
ま
し
た
。
万
博
が
閉

幕
す
る
１
週
間
前
と
い
う
時
期
で
し
た
の
で
、
会
場

は
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。気
温
30
度
の
暑
い
中
、

大
屋
根
リ
ン
グ
を
半
周
以
上
歩
い
た
こ
と
の
み
、
記

憶
に
残
り
そ
う
で
す
。
次
の
万
博
の
際
に
は
、
開
幕

直
後
に
見
に
行
く
ぞ
と
心
に
決
め
て
い
ま
す
。

私
は
今

　

今
月
号
は
、「
年
男
・
年
女
」
を
迎
え
ら
れ
た
方
々

か
ら
近
況
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

幸
せ
な
こ
と
に
、
長
時
間
テ
レ
ビ
と
付
き
合
っ
て

も
苦
痛
で
も
な
く
毎
日
が
短
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
体
の
変
化
と
仲
良
く
付
き
合
い
な
が

ら
「
あ
た
り
ま
え
の
日
」
を
積
み
重
ね
、
８
回
目
の

年
男
を
目
指
し
（
無
理
な
話
‼
）
て
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

阿
部
　
伊
津
美
（
松
山
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

健
康
で
７
回
目
の
年
女
を
迎
え
る
事
が
出
来
て
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
し
た
３
月
に
芸
予
地
震
が
発
生
。
現
役
の
時

に
阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

復
興
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
姿
勢
が
強
く
心
に
残
っ

た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
役
員
を
さ
せ
て
頂
い
た

時
に
学
ん
だ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
社
会
と
の
繋
が

り
を
保
ち
身
心
を
整
え
つ
つ
、
友
人
達
と
交
流
し
な

が
ら
健
康
維
持
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

天
野
　
忠
文
（
鳴
門
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

齢
72
才
（
午
年
）
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

数
種
の
薬
を
服
用
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
右
膝
の
半

月
板
を
損
傷
し
正
座
が
出
来
な
く
な
っ
た
く
ら
い

で
、
健
康
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
５
年
途
絶
え
た
海
外
旅
行
も

◇　

秋
本
　
陽
司
（
石
井
町　

Ｈ
５
年
退
）

　

７
回
目
の
年
男
と
な
り
ま
し
た
。

　

80
才
過
ぎ
か
ら
老
人
病
（
腰
痛
・
膝
痛
）
下
半
身

の
衰
え
が
進
み
、
外
出
す
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
く

な
り
、
下
手
な
カ
ラ
オ
ケ
（
週
１
回
、
地
域
老
人
会

等
）
に
行
く
以
外
、
一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
テ
レ
ビ
の

お
守
り
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

《万博会場にて》
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◇　

池
田
　
悦
子
（
今
治
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

生
後
３
日
の
寿
命
だ
っ
た
は
ず
が
６
度
目
の
年
女

を
迎
え
る
と
は
、
命
を
頂
い
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

松
山
に
転
勤
し
た
平
成
初
め
、
差
別
や
色
々
な
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
悩
ん
だ
が
、
言
わ
れ
た
ら
言
い
返
す

と
学
び
、
長
年
の
友
人
か
ら
「
性
格
変
わ
っ
た
？
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
。

　

４
年
近
く
前
に
完
全
退
職
し
、
暇
つ
ぶ
し
の
手
始

め
に
購
読
数
日
本
一
の
シ
ニ
ア
向
け
雑
誌
を
契
約
し

た
が
、内
容
の
無
さ
に
「
積
ん
読
」
し
て
い
る
次
第
。

　

イ
ン
ド
ア
派
で
は
あ
る
が
、
人
と
関
わ
る
こ
と
は

大
事
な
の
で
、
今
は
法
人
や
団
体
等
で
、
年
に
数
回

イ
ベ
ン
ト
の
司
会
（
約
30
年
余
継
続
、
最
大
は

１
０
０
０
人
程
度
）
を
し
た
り
、
旅
行
プ
ラ
ン
企
画

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
ど
き
を
し
た
り
、
自
分
の
通

院
や
知
人
の
通
院
付
添
い
等
、
ま
あ
ま
あ
予
定
が
あ

る
が
、
手
帳
も
ス
マ
ホ
も
使
わ
ず
殆
ど
記
憶
で
き
て

い
る
。

　

先
日
、
東
京
の
職
場
で
の
同
僚
が
「
後
期
高
齢
を

祝
っ
て
会
い
た
い
人
に
会
い
に
行
く
旅
」
と
題
し
、

札
幌
か
ら
会
い
に
来
て
く
れ
た
。
30
年
以
上
会
っ
て

い
な
か
っ
た
け
ど
、
し
ま
な
み
海
道
や
松
山
城
を
案

内
し
、
３
日
目
の
朝
、
高
松
の
友
人
に
会
い
に
行
く

彼
女
を
松
山
駅
で
見
送
り
、
お
互
い
涙
で
別
れ
を
惜

し
ん
だ
。

　

私
は
怪
我
や
病
気
で
病
院
と
の
縁
が
深
い
け
れ

２
０
２
４
年
に
行
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
最
後
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

最
近
の
出
来
事
は
、
今
年
度
か
ら
地
元
中
学
校
の

部
活
、
弓
道
外
部
講
師
を
引
き
受
け
、
そ
れ
を
中
心

に
時
計
が
回
る
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
２
０
２
５
」
弓
道

競
技
に
県
代
表
選
手
と
し
て
初
め
て
出
場
し
ま
し

た
。
弓
道
に
出
会
い
半
世
紀
、
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る

今
日
ま
で
続
け
て
き
た
こ
と
が
健
康
の
一
助
に
な
っ

て
い
る
の
か
な
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

池
田
　
昭
夫
（
松
山
市　

Ｈ
９
年
退
）

　

温
泉
へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
、
脱
衣
所
で
下
着
を

着
て
い
た
ら
、
裾
が
背
中
に
絡
ん
で
や
っ
と
着
れ
た

と
思
っ
た
ら
、
脇
の
所
に
白
い
タ
グ
が
付
い
て
い
ま

し
た
。「
あ
っ
い
か
ん
！
」
と
言
っ
て
着
直
し
て
い

る
と
、
隣
の
お
じ
さ
ん
が
こ
ち
ら
を
見
て
笑
っ
て
い

た
の
で
「
年
は
取
り
た
く
な
い
ね
」
と
言
う
と
「
気

付
く
だ
け
ま
し
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
俺
も
気

付
く
だ
け
ま
し
な
年
に
な
っ
た
か
」
と
嘆
息
し
た
次

第
で
す
。

　

気
が
付
く
だ
け
ま
し
な
年
代
と
な
り
春
う
ら
ら

《ねんりんピック岐阜大会》

《
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旅
行
》
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ど
、彼
女
を
見
習
い
外
に
出
よ
う
、先
ず
は
一
つ
残
っ

て
い
る
新
潟
市
に
行
き
、
全
国
47
都
道
府
県
県
庁
所

在
地
制
覇
す
る
。
勿
論
、
彼
女
に
も
会
い
に
行
こ
う

と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

そ
し
て
、
最
大
の
楽
し
み
は
親
友
と
の
月
１
ラ
ン

チ
で
他
愛
の
な
い
話
を
し
て
、
別
れ
る
時
に
は
、
必

ず
、「
次
は
い
つ
い
つ
ね
」
と
言
っ
て
別
れ
る
。「
ま

た
ね
」
で
は
実
現
し
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
。

　

末
筆
で
す
が
、
電
友
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
願
い

皆
様
方
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇　

石
﨑
　
　
悟
（
松
山
市　

Ｈ
31
年
退
）

　

病
院
の
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
年
相
応
の

健
康
と
体
力
で
、
大
リ
ー
グ
シ
ー
ズ
ン
中
は
日
本
選

手
の
活
躍
に
一
喜
一
憂
し
、
天
気
が
良
け
れ
ば
庭
弄

り
な
ど
日
々
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

◇　

石
丸
　
寿
志
（
松
山
市　

Ｒ
１
年
退
）

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
６
回
目
の
年
男

で
す
。
月
日
の
経
つ
の
は
早
く
、
退
職
し
て
６
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
維
持
の
た
め
と
思
い
、
親
か
ら
引
き
継
い
だ

田
畑
で
米
を
２
反
と
柑
橘
（
伊
予
柑
・
せ
と
か
・
は

れ
ひ
め
等
々
）
を
少
し
ず
つ
栽
培
し
、
孫
達
の
美
味

し
い
と
喜
ぶ
の
を
楽
し
み
に
長
す
ぎ
る
夏
の
日
差
し

を
避
け
な
が
ら
農
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

無
理
せ
ず
、
楽
し
く
穏
や
か
に
過
ご
せ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

一
柳
　
久
寿
猪
（
高
知
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

令
和
８
年
は
７
回
目
の
午
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
は
軽
い
病
気
で
通
院
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
意

外
と
元
気
で
お
り
ま
す
。

　

趣
味
の
書
道
、
茶
道
、
民
踊
サ
ー
ク
ル
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
の
行
事
参
加
、
ミ
ニ
デ
ィ
の
お
も
て
な
し
、
大

正
琴
の
練
習
と
今
で
も
続
い
て
い
る
の
は
、
周
り
の

方
々
の
支
え
が
あ
る
か
ら
と
感
謝
の
気
持
ち
で
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
日
を
元
気
で
暮
ら
し
て
い
け
る
の
が
一
番
で

す
。

◇　

伊
藤
　
敬
司
（
松
山
市　

Ｈ
31
年
退
）

　

今
、
趣
味
で
星
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
が
Ｏ
Ｂ
の

写
真
ク
ラ
ブ（
写
友
会
）に
入
会
し
ま
し
て
先
輩
方
々

と
お
付
き
合
い
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ク
ラ
ブ
で
入
会
出
来
て
良
か
っ

た
で
す
。
写
真
撮
影
技
術
（
定
例
会
）
の
講
習
会
や

撮
影
旅
行
（
懇
親
会
有
り
）
な
ど
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
星
撮
影
や
景
色
を
主
に
定

例
会
に
て
メ
ン
バ
ー
の
方
々
で
お
互
い
に
発
表
し
て

い
ま
す
。

　

日
尾
ク
ラ
ブ
に
も
入
会
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
久
米
地
区
の
方
々
の
集
ま
り
で
す
。
代
表
の
方

と
以
前
お
仕
事
を
ご
一
緒
し
ま
し
た
ご
縁
で
お
世
話

に
な
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
定
例
会
に
出
席
し
ま
し

《�昨年、高校・大学の同級生が住職を務める「伊予十三佛霊場１番大蓮寺」に
悪友が集まり花見（前列左端が私）》



－36－

第２１３号 令和８年１月四　国　電　友　会

と
く
、続
き
が
始
ま
り
ま
す
。
毎
日
で
は
な
い
の
で
、

（
リ
ラ
ッ
ク
ス
＝
落
ち
着
け
）
と
念
じ
る
と
平
成
な

睡
眠
に
な
り
、無
事
朝
が
迎
え
ま
す
。（
顧
客
情
報
は
、

今
は
特
に
守
秘
義
務
で
申
し
上
げ
ま
せ
ん
）

　

悩
め
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
慌
た
だ
し

く
孫
の
世
話
し
て
い
る
毎
日
で
す
。（
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
な
る
性
格
で
は
な
い
の
で
、
心
配
は
し
て
い
な
い

で
す
が
）
ま
だ
ま
だ
？
続
く
人
生
で
す
が
孫
の
笑
顔

と
姉
弟
ゲ
ン
カ
を
み
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

原
稿
依
頼
が
あ
り
、
思
い
出
す
ま
ま
に
書
い
て
み

ま
し
た
。

　

皆
様
も
お
体
を
大
切
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇　

大
近
　
正
男
（
松
山
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

元
気
で
６
回
目
の
年
男
と
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
は
１
年
弱
、
医
薬
品
関
係
の
仕
事
を
し
ま
し

た
が
家
庭
の
事
情
に
よ
り
退
職
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
派
遣

作
業
員
と
し
て
登
録
、
し
か
し
今
ま
で
に
半
日
し
か

作
業
は
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
サ
イ
ク

リ
ン
グ
や
家
族
旅
行
、
冬
は
姉
の
山
で
の
柑
橘
収
穫

作
業
の
手
伝
い
で
忙
し
く
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
は
娘
夫
婦
が
里
帰
り
し
て
い
る
の
で
、

孫
を
含
め
て
９
人
で
賑
や
か
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。

て
先
輩
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
懇
親

会
も
楽
し
み
で
す
。

　

家
族
の
事
で
す
が
、
私
は
結
婚
が
遅
か
っ
た
の
で

長
男
が
大
学
を
出
て
就
職
し
ま
し
て
１
年
半
に
な
り

ま
し
た
。
愛
媛
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
の
で
土

日
は
妻
と
３
人
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

妻
と
話
す
の
で
す
が
、
長
男
が
近
く
に
居
て
く
れ

る
の
で
助
か
る
事
が
多
い
で
す
。
長
男
の
嫁
さ
ん
の

事
を
家
族
で
話
す
様
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◇　

逢
阪
　
道
子
（
松
山
市　

Ｈ
５
年
退
）

　

電
友
会
で
は
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
り
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
も
退
職
し
て
早
や
30
年
が
経
ち
ま
し
た
。
７
年

前
に
大
病
を
患
い
、
早
期
発
見
で
治
療
に
専
念
し
現

在
完
治
い
た
し
ま
し
た
。
健
診
の
有
り
難
さ
を
身
を

以
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
は
馬
年
で
す
ね
。
周
り
の
人
に
感
謝
し

な
が
ら
今
年
も
良
い
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

◇　

大
浦
　
義
行
（
徳
島
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

仕
事
を
辞
め
て
７
年
が
経
ち
、
曜
日
感
覚
も
薄
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
意
識
が
出
て
く
る
と
、

先
人
が
辿
っ
た
コ
ー
ス
に
入
る
か
な
と
思
う
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
依
頼
に
よ
り
今
一
番
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ

と
を
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
業
務
に
44
年
従
事
し
、
最
後
の
15
年
間

変
更
な
く
あ
る
特
殊
な
お
客
様
の
折
衝
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
現
役
を
離
れ
た
今
、
緊
急
時
対
応
の
緊
張

し
た
（
通
常
の
お
客
様
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
）

場
面
が
今
、
時
々
で
す
が
睡
眠
中
に
反
社
会
的
勢
力

を
含
め
夢
の
中
で
格
闘
し
て
い
ま
す
。
一
時
的
に
目

が
覚
め
る
と
夢
か
と
安
心
し
、
ま
た
睡
眠
に
入
り
ま

す
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
と
テ
レ
ビ
の
続
編
の
ご

《迎賓館にて》
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月
の
松
山
大
空
襲
時
に
伯
父
に
連
れ
ら
れ
、
防
空
壕

に
入
っ
た
記
憶
、
そ
し
て
近
隣
の
製
鉄
所
の
火
災
ま

た
道
路
で
の
木
炭
車
（
三
輪
・
軽
四
）
火
災
を
見
ま

し
て
、
苦
し
い
思
い
と
平
和
を
願
う
気
持
ち
で
今
日

ま
で
き
ま
し
た
。

　

今
は
地
域
で
の
昔
の
美
男
、
美
女
を
相
手
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
少
し
の
畑

で
す
が
、
季
節
の
野
菜
を
植
え
て
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

皆
様
の
健
康
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

◇　

小
川
　
　
渡
（
高
知
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

９
月
に
母
が
亡
く
な
っ
て
、先
日
、納
骨
が
終
わ
っ

た
。
97
才
だ
っ
た
。
老
老
介
護
の
し
ん
ど
さ
も
体
験

し
た
。
気
が
付
く
と
自
分
の
終
活
を
考
え
る
年
齢
に

な
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
６
年
は
午
年
。
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
よ
う
に

ス
マ
ー
ト
に
早
く
で
は
な
く
、
ば
ん
馬
の
よ
う
に
力

強
く
、
地
に
足
を
つ
け
な
が
ら
着
実
に
充
実
し
た
一

日
、
一
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
友
人
、
知

人
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
社
会
と
の
関

係
を
持
ち
、
少
し
で
も
社
会
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

決
意
す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇　

大
野
　
幸
信
（
松
山
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

今
回
で
六
度
目
の
年
男
で
す
。
退
職
し
て
７
年
に

な
り
ま
す
。

　

若
い
頃
と
は
い
つ
の
間
に
か
風
貌
は
か
な
り
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
体
重
だ
け
は

な
ん
と
か
維
持
出
来
て
お
り
ま
す
。

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
趣
味
の
ゴ
ル
フ
を
定
期
的
に

行
い
、
冬
に
入
る
と
11
月
か
ら
翌
年
２
月
迄
の
間
は

み
か
ん
農
家
さ
ん
へ
収
穫
の
お
手
伝
い
を
兼
ね
て
体

力
増
進
と
弱
く
な
っ
て
き
た
体
幹
を
少
し
で
も
回
復

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
作
業
内
容
は
伊
予
柑
の
収
穫
で
す
が
他
に
も

高
級
柑
橘
の
紅
ま
ど
ん
な
・
甘
平
・
せ
と
か
・
デ
コ

ポ
ン
等
の
袋
掛
け
・
収
穫
・
選
別
等
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
急
な
斜
面
で
重
い
み
か
ん
袋
を
担
ぐ
運
搬
移

動
作
業
は
か
な
り
過
酷
で
大
変
で
す
が
体
力
の
向
上

と
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
る
と
肌
で
感
じ
て

い
ま
す
。

　

旬
の
新
鮮
な
果
実
を
食
す
る
の
は
な
ん
と
も
い
え

な
い
喜
び
で
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
作
業
の
途
中

に
食
べ
る
お
弁
当
が
と
て
も
美
味
し
く
思
え
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

◇　

岡
井
　
周
一
（
松
山
市　

Ｈ
15
年
退
）

　

元
気
で
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

戦
時
中
生
ま
れ
で
、
希
少
で
す
が
、
昭
和
20
年
７

◇　

尾
﨑
　
　
公
（
松
山
市　

Ｓ
55
年
退
）

　
〝
心
ま
で
大
き
く
な
れ
る
故
郷
の

　
　
　
　

風
・
空
・
緑
・
人
の
や
さ
し
さ
〟

　

組
合
ひ
と
筋
で
し
た
が
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
お
か
げ

で
今
も
交
流
が
絶
え
ず
毎
日
、
元
気
に
出
か
け
て
お

り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
故
郷
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
発
展

と
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

今
年
も
い
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

◇　

形
上
　
哲
也
（
松
山
市　

Ｈ
20
年
退
）

　

年
男
か
あ
。
と
何
や
ら
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
か

と
思
い
き
や
私
的
に
は
普
通
の
通
過
点
の
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

退
職
後
、
一
念
発
起
し
て
資
格
を
取
り
、
無
謀
に

も
旅
行
業
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
10
年
は
頑
張
ろ

う
と
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
長
い
コ
ロ
ナ
禍
で

さ
す
が
に
く
じ
け
そ
う
に
。
し
か
し
、
電
友
会
の
仲

間
の
励
ま
し
な
ど
も
あ
り
、
何
と
か
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
仲
間
は
大
事
に
せ
ん
と
い
か
ん
」

と
の
思
い
で
す
。

　

再
来
年
に
は
起
業
10
年
に
な
り
、そ
ろ
そ
ろ
事
業
承

継
を
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、と
同
時
に
次
の
10

年
は
何
を
始
め
よ
う
か
な
？
な
ん
て
ワ
ク
ワ
ク
で
す
。
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こ
と
が
抱
負
で
す
。

　

抱
負
と
は
、
と
て
も
言
え
な
い
年
女
の
抱
負
目
標

で
す
。

◇　

倉
橋
　
康
信
（
高
知
市　

Ｈ
31
年
退
）

　

平
成
31
年
３
月
に
65
才
で
退
職
し
て
７
年
目
に
な

り
ま
し
た
。「
私
は
今　

年
男
」の
原
稿
依
頼
が
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
72
才
の
自
分
を
考
え
ま
し
た
。

　

退
職
し
て
直
ぐ
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、

平
日
週
４
日
コ
ー
ス
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ボ
デ
ィ
ー

コ
ン
バ
ッ
ト
・
ズ
ン
バ
等
で
身
体
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
が
、
２
年
前
か
ら
フ
ル
コ
ー
ス
（
週
６
日
・
木

曜
休
み
）
に
変
更
し
て
、
に
ぎ
り
飯
持
参
で
ほ
と
ん

ど
毎
日
通
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
水
泳
教
室
に
入
り
、

基
礎
か
ら
４
泳
法
が
で
き
る
よ
う
に
学
ん
で
い
ま

す
。
自
己
流
で
泳
い
で
い
ま
し
た
が
綺
麗
に
泳
ぎ
た

く
て
教
室
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
状
況
は
50
才
中
頃
か
ら
頚
椎
症
性
神
経
根
症

で
右
手
の
ひ
ら
が
痺
れ
痛
ん
で
い
ま
し
た
が
最
近
は

夜
中
過
ぎ
か
ら
朝
に
か
け
て
痛
み
が
酷
く
て
、
痛
い

痛
い
、
と
叫
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
頃
か
ら
難
聴
で
話
が
少
し
聞
き
取
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
ま
す
ま
す

聞
こ
え
な
い
事
が
多
く
な
り
、
エ
ッ
・
エ
ッ
と
聞
き

返
す
た
め
会
話
が
面
倒
く
さ
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
認
知
症
予
防
の
た
め
人
と
の
関
わ
り
は
大
事
に
し

◇　

川
上
　
理
恵
（
四
万
十
町　

Ｈ
15
年
退
）

　

戦
後
80
年
目
の
平
和
な
夏
を
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で

開
か
れ
る
盆
踊
り
を
は
し
ご
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

　

私
は
父
や
母
の
世
代
が
守
り
続
け
て
く
れ
た
平
和

な
時
代
を
生
き
て
き
ま
し
た
が
、
一
緒
に
輪
に
な
り

元
気
に
踊
る
子
供
た
ち
の
未
来
も
平
和
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
と
祈
る
夏
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
72
才
の
年
女
の
夏
を
迎
え
ま
す
。

◇　

北
村
　
静
子
（
徳
島
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

今
年
は
何
回
目
の
年
女
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

年
明
け
の
１
月
２
日
は
毎
年
眉
山
の
中
腹
を
歩
く

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
何
年
続
い
て
い
る
の
か
な
。
来
年
も
元
気

に
歩
き
に
行
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
思
い
な
が

ら
・
・
・
。

　

日
常
は
毎
日
の
水
泳
、
太
極
拳
等
を
や
り
な
が
ら

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
に
は
気
を
付
け
無
理
を

せ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
現
状
を
保
て
ま
す
よ
う
に
。

◇　

清
原
　
　
優
（
松
山
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

私
は
今
年
、
６
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
す
。
退
職

後
も
派
遣
社
員
と
し
て
働
き
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

昨
年
は
３
人
目
の
孫
が
誕
生
し
、
一
緒
に
遊
べ
る

日
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

趣
味
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
と
メ
ダ
カ
飼
育
を
続
け
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ
は
年
々
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
、
達
成
感
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

次
の
年
男
を
迎
え
る
ま
で
の
目
標
は
、
昨
年
か
ら

始
め
た
西
国
三
十
三
所
巡
り
を
旅
行
を
兼
ね
て
成
就

さ
せ
る
こ
と
と
、
大
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
を
見
学
す
る

こ
と
で
す
。ど
ち
ら
も
実
現
で
き
る
よ
う
、体
調
に
気

を
つ
け
て
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。《ＤＩＹの（宅配ＢＯＸ）》

◇　

日
下
　
俊
子
（
阿
南
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

今
年
は
、早
く
も
６
回
目
の
年
女
に
あ
た
り
ま
す
。

昨
年
は
、
夫
と
私
の
母
を
見
送
り
ま
し
た
。
子
供
達

も
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
を
築
き
、
私
達
か
ら
独
立
し
て
今

は
夫
と
二
人
の
生
活
に
な
り
、
程
よ
い
距
離
で
心
地

良
い
生
活
を
し
、
旅
行
等
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
が
一
年
間
健
康
に
過
ご
せ
る
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高
ま
る
素
晴
ら
し
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
受
け
た
健
康
診
断
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
指

導
区
分
で
精
密
検
査
を
必
要
と
す
る
と
の
結
果
が
出

ま
し
た
。
幸
い
大
事
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
よ
り
一
層
体
調
に

は
留
意
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
１
月
に
は
還
暦
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

健
康
管
理
を
徹
底
し
、
引
き
続
き
仕
事
に
も
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
も
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

◇　

上
里
　
敏
昭
（
ま
ん
の
う
町　

Ｒ
２
年
退
）

　
「
明
日
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
と
な
る
の
で
自
宅
勤
務

と
な
り
ま
す
。」
退
職
日
の
20
日
前
に
突
然
上
司
か

ら
言
わ
れ
た
。
退
職
日
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

わ
ら
ず
職
場
の
皆
さ
ん
に
、
お
別
れ
昼
食
会
を
開
い

て
い
た
だ
い
た
。今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
日
で
あ
り
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
も
う
五
年
半

経
ち
ま
し
た
。

　

前
々
か
ら
退
職
し
た
ら
こ
れ
だ
け
は
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
入
社
か
ら
退
職

ま
で
47
年
間
の
会
社
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、香
川
電
友
会
の
趣
味
の
作
品
展（
令

和
５
年
11
月
）
に
「
私
の
職
場
の
思
い
出
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
作
品
を
出
品
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

　

入
社
か
ら
退
職
ま
で
務
め
た
、
電
電
公
社
、
Ｎ
Ｔ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

喜
寿
・
傘
寿
の
祝
い
ま
で
は
元
気
で
酒
が
飲
め
て

運
動
出
来
る
身
体
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

高
下
　
雅
志
（
松
山
市　

Ｒ
４
年
退
）

　

新
し
い
会
社
に
入
社
し
て
か
ら
３
年
が
過
ぎ

日
々
、
新
た
な
知
識
や
経
験
を
積
み
重
ね
て
お
り
ま

す
。

　

通
勤
は
朝
早
く
、
今
治
ま
で
車
で
約
１
時
間
を
要

し
ま
す
が
、
道
中
の
景
色
に
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
な
が
ら
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
に
自
社
の
八
幡
太
陽
光
発
電
所
を
構
築
し
、

自
己
託
送
と
売
電
を
組
み
合
わ
せ
た
運
用
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
も
安
定
的
な
運
用
に
向
け
て
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
次
男
が
５
月
に
晴
れ
て
結

婚
式
を
挙
げ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

夫
婦
の
門
出
を
心
か
ら
祝
福
し
、
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

週
末
は
妻
と
一
緒
に
長
女
の
孫
（
２
人
）
の
面
倒

を
見
る
こ
と
が
多
く
、
家
の
中
が
賑
や
か
で
明
る
い

笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
妻
と
長
男
で
大
阪
・
関
西
万
博
へ
足
を

運
び
ま
し
た
。
会
場
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
大
屋
根
リ

ン
グ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
さ

に
は
大
変
感
動
す
る
と
と
も
に
、
未
来
へ
の
期
待
が

Ｔ
、
移
動
通
信
網
、
ド
コ
モ
の
四
つ
の
会
社
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
学
生
時
代
か
ら
集
め
て
き
た
使
用
済
み
切

手
を
貼
り
合
わ
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
社
時
代
の
思
い
出
を
思
い
返
し
て
言
葉

に
し
ま
し
た
。

《香川電友会作品展出品（Ｒ5.11）》
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《ドコモ（初期）ロゴマーク》

《毎日の記録帳（Ｒ2～Ｒ7）》

《ドコモロゴマーク》《オーストラリア（Ｒ7.7）》

《ＮＴＴロゴマーク》

《電電公社ロゴマーク》

　

ま
た
、
入
社
時
か
ら
収
集
し
た
り
職
場
の
方
か
ら

頂
い
た
り
し
て
保
管
し
て
い
た
、
会
社
に
関
係
す
る

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
や
図
書
カ
ー
ド
等
22
枚
を
展
示
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
出
来
事
と
そ
の
時
の
懐
か
し

い
思
い
出
を
つ
づ
り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
を
作
っ
た

こ
と
で
、
長
年
の
目
的
が
達
成
で
き
て
満
足
し
て
い

ま
す
。

　

退
職
し
て
か
ら
、
今
ま
で
続
け
て
い
る
こ
と
が
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
毎
日
一
日
の
出
来
事
を
記

録
し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
こ
の
ノ
ー
ト
を
読
み
返
し

て
、
過
去
の
い
い
思
い
出
を
思
い
返
し
て
懐
か
し
ん

で
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
香
川
県
民
文
化
講
演
会

を
受
講
（
年
８
回
）
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
か

ら
始
め
て
も
う
９
年
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
、
講
師

が
著
名
人
な
の
で
教
養
を
高
め
よ
う
と
始
め
ま
し

た
。
今
は
、
受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
私
と
同
じ
世
代

の
人
た
ち
で
、
健
康
管
理
、
生
き
が
い
や
日
常
の
心

構
え
等
の
演
題
も
あ
り
、
今
の
私
に
有
意
義
な
の
で

継
続
し
て
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
後
、
私
の
生
活
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
世
の
中
も
コ
ロ
ナ
も
あ
っ
て
社
会
の
仕

組
み
や
考
え
方
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。今
は
、

健
康
と
家
族
を
大
切
に
し
、
好
き
な
事
を
し
て
い
い

思
い
出
を
作
る
こ
と
が
一
番
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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《広島のゴルフ場にて》

が
住
む
南
国
市
と
、
二
男
家
族
が
住
む
東
京
の
３
ヵ

所
を
夫
婦
で
往
来
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
が
で
き
る
活
力
は
二
男
の
子
（
男
子
二

人
）
が
未
だ
見
守
り
役
が
必
要
で
、
そ
の
仕
事
を
与

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
長
女
の
子（
三
姉
妹
）が
二

男
の
近
く
（
神
奈
川
）
で
同
居
し
て
い
て
、
い
つ
で

も
会
え
る
環
境
で
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
、
私
共
夫
婦
の
健
康
管
理
次
第
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
の
？
っ
て
感
じ

で
‼

◇　

篠
原
　
浩
邦
（
松
山
市　

Ｈ
21
年
退
）

　

写
真
沼
に
は
ま
っ
て

4

4

4

4

し
ま
っ
た
！

　

現
役
時
代
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
退
職
し
て
か
ら

も
友
人
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
待
望
の
ぐ
う
た
ら
生
活

を
満
喫
し
て
い
た
が
、
Ｋ
先
輩
か
ら
「
写
友
会
に
入

れ
」
と
の
、
お
言
葉
を
賜
っ
た
。

　

歴
史
と
伝
統
あ
る
『
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
Ｎ
Ｔ
Ｔ-

Ｏ
Ｂ
写
友
会
』
は
、
現
在
会
員
は
９
名
。
隠
れ
撮
り

鉄
マ
ニ
ア
の
Ｙ
さ
ん
、
城
山
大
好
き
の
Ｂ
さ
ん
、
行

動
力
旺
盛
の
Ｗ
Ｋ
さ
ん
と
Ｋ
Ｋ
さ
ん
、
素
材
を
楽
し

む
Ｗ
Ｔ
さ
ん
、
長
浜
・
肱
川
命
の
Ｋ
さ
ん
、
奥
様
同

伴
の
撮
影
旅
行
が
羨
ま
し
い
Ｈ
さ
ん
、
膨
大
な
カ
メ

ラ
マ
ニ
ア
の
Ｉ
さ
ん
、
そ
し
て
ダ
ボ
ハ
ゼ
の
篠
原
。

　

年
６
回
の
例
会
、
春
と
秋
の
撮
影
旅
行
、
伊
予
鉄

髙
島
屋
で
の
写
真
展
、『
電
友
会
趣
味
の
作
品
展
』

◇　

小
森
　
啓
示
（
松
山
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

退
職
し
て
７
年
目
に
な
り
ま
す
。
退
職
し
て
か
ら

は
、
そ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
町
内
活
動
を

始
め
、
町
内
会
長
を
６
年
続
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

の
間
は
大
変
で
し
た
。

　

他
に
三
味
線
を
始
め
、
楽
器
を
触
っ
て
こ
な
か
っ

た
の
で
、
楽
し
く
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

最
近
「
写
友
会
」
に
も
入
れ
て
も
ら
い
写
真
の
奥

深
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
年
に
１
，
２
回
は
旅
行
へ

行
き
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

◇　

斎
藤
　
哲
二
（
松
山
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

無
病
・
ｎ
ｏ
薬
・
息
災
・
健
康
第
一
・
祝
７
度
目

の
年
男
を
迎
え
ま
し
た
。

　

我
人
生
節
目
の
年
に
当
た
っ
て
の
特
記
事
項
は
次

の
と
お
り
。

①　

自
家
用
自
動
車
廃
車
（
21
年
間
使
用
）

②　

週
１
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
７
年
間
皆
勤
中
）

③　

が
ん
検
診
異
常
無
（
継
続
中
）

④　

�

四
国
遍
路
八
十
八
ヵ
所
打
ち
止
め
（
Ｒ
７
年
完

了
済
）

⑤　

ゴ
ル
フ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
２
回
達
成

（
川
柳
選
）

　

ぼ
っ
ち
ゃ
ん
も　

子
規
も
す
ご
し
た　

道
後
の
湯

◇　

定
住
　
七
重
（
東
か
が
わ
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

楽
し
ん
で
い
る
事
は
、ヨ
ー
ガ
と
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

ヨ
ー
ガ
は
ま
と
も
な
体
位
は
出
来
ま
せ
ん
が
「
継
続

は
力
な
り
」
大
病
も
せ
ず
健
康
体
を
保
っ
て
い
る
の

も
ヨ
ー
ガ
の
お
か
げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
は
、
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
へ
日
参
し
、
マ
マ

に
色
々
な
曲
を
教
わ
り
、上
手
に
は
歌
え
ま
せ
ん
が
、

新
曲
等
を
習
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

◇　

佐
藤
　
與
昌
（
北
島
町　

Ｈ
10
年
退
）

　

７
回
目
の
年
男
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
男
と
同
居
し
て
い
る
徳
島
を
拠
点
に
長
女
夫
婦
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へ
の
出
展
、
と
結
構
忙
し
い
。
中
で
も
、
秋
の
撮
影

旅
行
は
泊
り
が
け
で
、
修
学
旅
行
気
分
だ
。
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
緩
や
か
に
写
真
の
腕
を
挙

げ
て
い
る
。

　

愛
媛
新
聞
『
読
者
の
写
真
』
を
観
て
も
、
投
稿
者

《秋の撮影旅行　岡山県津山市》

に
は
ご
高
齢
の
方
が
多
い
。
年
を
取
っ
て
か
ら
で
も

始
め
ら
れ
る
写
真
。
印
画
紙
を
眺
め
る
ア
ナ
ロ
グ
感

に
、
と
う
と
う
小
生
も
写
真
沼
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
皆
様
も
是
非
、
写
友
会
の
扉
を
叩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
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衰
え
は
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
病
気
や
介
護
な
ど
今

後
を
見
越
し
た
早
め
の
備
え
が
必
要
で
あ
る
が
、
人

間
こ
の
世
に
「
生
」
を
受
け
れ
ば
、
全
員
早
晩
あ
ち

ら
の
世
界
へ
必
ず
い
く
。
自
分
自
身
年
齢
的
に
「
秒

読
み
段
階
」
に
き
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
、

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
と
い
け
ば
い
い
が
、
そ
う
も
う
ま

く
は
い
か
な
い
の
で
、
今
後
は
残
り
少
な
く
な
っ
た

人
生
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
も
な
く
無
理
を
せ
ず
自
然
体

で
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
い
た
ら
ネ
！

︿
参
考
〉
日
本
人
の
平
均
寿
命
（
２
０
２
３
年
）

男
性 81.09

才　

女
性 87.14

才

国
別
平
均
年
齢　

第
１
位

男
性 

ス
イ
ス 82.3

才　

女
性 

日
本 87.14

才

◇　

高
畑
　
修
三
（
松
山
市　

Ｒ
２
年
退
）

 

70
才
以
上
で
は
平
均
６
種
類
以
上
の
薬
を
服
用
し

て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
例

に
も
れ
ず
私
も
高
血
圧
な
ど
持
病
と
は
付
き
合
い
続

け
て
い
ま
す
。
幸
い
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
大
き

な
問
題
も
な
く
退
職
後
は
自
治
会
長
、
現
在
は
管
理

組
合
理
事
と
し
て
地
域
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
が
主
な
日

常
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
で
は
バ
ン
ド
（
ギ
タ
ー
担
当
）
が
主
な
も
の

で
公
民
館
行
事
へ
の
参
加
や
介
護
施
設
へ
の
訪
問
な

ど
で
月
１
～
２
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
演
奏
活
動
し
て

◇　

高
島
　
光
生
（
南
国
市　

Ｈ
15
年
退
）

　
　

後
期
高
齢
者
雑
感

　

小
生
、
今
年
数
回
目
の
年
男
で
す
。
最
近
つ
く
づ

く
思
う
こ
と
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る

昨
今
、
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
で
充
実
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
健
康
維
持
は
も
と
よ
り
生
活
設
計

や
資
金
計
画
も
大
切
、
ど
ん
な
人
で
も
加
齢
に
よ
る

◇　

杉
山
　
　
勤
（
吉
野
川
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

忘
れ
て
い
た
が
六
回
目
の
年
男
ら
し
い
。

　

年
齢
な
り
に
健
康
を
維
持
し
、
実
家
の
農
地
管
理

を
続
け
る
と
と
も
に
、
退
職
後
技
術
修
得
し
た
造
園

の
ア
ル
バ
イ
ト
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
参

加
、
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
大
学
・
公
民
館
活
動
等
で
こ

れ
ま
で
希
薄
だ
っ
た
地
域
と
の
交
流
を
図
っ
て
い

る
。

　

年
男
の
抱
負
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
が
、

現
在
の
政
治
と
社
会
の
風
潮
に
は
危
機
感
を
感
じ
て

お
り
、
80
年
以
上
守
っ
て
き
た
平
和
を
守
り
抜
く
た

め
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

◇　

資
延
　
　
宏
（
高
松
市　

Ｈ
10
年
退
）

　
　

万
博
の
思
い
出

　

万
博
は
無
事
終
わ
り
ま
し
た
が
40
年
ほ
ど
前
に
科

学
万
博
が
あ
り
、
そ
の
時
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
朝
日
新
聞
社
と

共
同
で
実
験
を
計
画
し
ま
し
た
。
海
上
の
電
波
の
伝

わ
り
を
調
査
す
る
た
め
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
は
通
信
局
の
調
査
課
に
在
籍
中
で
し
た
。
文
書

広
報
課
の
Ａ
課
長
も
ご
一
緒
で
し
た
。

◇　

髙
木
　
英
昭
（
阿
南
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

米
と
俳
句
を
作
り
な
が
ら
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

米
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
四
反
半
作
っ
て
い
ま
す
。

親
戚
や
知
り
合
い
に
直
接
販
売
し
て
お
り
、
お
い
し

い
と
言
っ
て
く
れ
る
の
が
や
り
が
い
で
す
。

　

俳
句
は
月
に
４
回
程
度
句
会
に
参
加
し
て
脳
ト
レ

に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
俳
句
や
短
歌
を
ま

と
め
て
１
月
に
俳
句
短
歌
集
を
上
梓
す
る
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
初
心
者
向
け
の
百
名
山
登
山
や
四
国

八
十
八
か
所
及
び
西
国
三
十
三
か
所
参
り
な
ど
を
妻

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

《西国三十三か所満願（Ｒ7.10）》
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日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
た
だ
時
計
の
針
は
戻
せ

な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
〝
時
〟
を
大
切
に

心
が
け
て
、
日
々
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

完
全
退
職
し
て
お
り
、
庭
の
草
取
り
、
宿
毛
湾
で

の
釣
り
、
近
場
の
山
歩
き
や
通
学
路
の
安
全
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
３
人
の
子
供
達
は
、
東
京
と
横
浜
在

住
で
近
く
に
い
な
い
の
で
、
老
老
介
護
に
な
ら
な
い

よ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
健
康
に
留
意
し
て
い
ま

す
。

◇　

武
田
　
洋
一
（
高
知
市　

Ｈ
９
年
退
）

　

80
才
ま
で
は
生
き
る
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
早
や
84
才
。

　

同
窓
会
の
世
話
役
を
す
る
た
め
に
、
高
校
の
同
級

生
に
は
「
90
才
ま
で
元
気
で
居
て
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

妻
の
認
知
症
が
進
み
自
宅
で
の
生
活
が
出
来
な
く

な
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
独
居
生
活
で
す
。

　

相
変
わ
ら
ず
田
舎
で
の
畑
仕
事
に
は
週
１
回
程
度

通
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
自
主
防
災
会
の
役
員
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
他
、
統
計
調
査
員
を
市
役
所
が
辞
め
さ

せ
て
く
れ
な
い
の
で
、
必
ず
年
１
回
は
何
ら
か
の
調

査
に
回
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
秋
に
は
国
勢
調
査
で
２
ブ
ロ
ッ
ク
受
け
持
ち

ま
し
た
が
、
初
め
て
の
地
区
を
担
当
し
た
た
め
、
ウ

ロ
ウ
ロ
し
ま
し
た
が
、
１
ブ
ロ
ッ
ク
は
回
答
率

１
０
０
％
で
し
た
。
こ
れ
に
は
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
同
じ
田
舎
出
身
者
が

２
軒
有
り
、
調
査
の
こ
と
よ
り
田
舎
の
知
り
合
い
の

こ
と
な
ど
に
話
が
弾
み
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
や
こ
れ
や
で
、そ
の
時
が
来
る
ま
で
人
生
90
年

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
い
た
ら
ね
。

《宿毛湾での釣果》

い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
後
に
自
転
車
（
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
）
を

始
め
ま
し
た
が
、
ひ
ざ
痛
な
ど
も
あ
っ
て
現
在
は
中

断
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
抱
負
を
語
る

の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も
通
り
の

日
常
を
変
わ
ら
ず
過
ご
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◇　

滝
本
　
正
照
（
徳
島
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

つ
い
先
日
還
暦
を
迎
え
た
と
思
っ
た
の
に
、
あ
れ

か
ら
早
や
も
う
一
周
し
た
の
か
と
驚
い
て
い
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
六
周
目
で
し
た
が

こ
の
間
、
叔
父
、
叔
母
、
知
人
友
人
等
た
く
さ
ん
の

人
が
旅
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
私
自
身
も
腸
閉
塞
で

２
回
入
院
し
た
り
、
突
然
の
フ
ラ
ツ
キ
と
嘔
吐
で
深

夜
に
病
院
に
駆
け
込
ん
だ
り
、歯
が
無
く
な
っ
た
り
、

ぎ
っ
く
り
腰
に
苦
し
ん
だ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
七
週
目
に
入
り
ま
す
。
何
が
起
こ
る
の

か
怖
い
で
す
が
、
な
ん
と
か
リ
タ
イ
ヤ
せ
ず
完
走
し

た
い
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
七
週
目
参
加
者
の
完
走

率
は
男
性
６
割
、
女
性
８
割
の
よ
う
で
す
。

◇　

武
田
　
金
人
（
宿
毛
市　

Ｈ
24
年
退
）

　

年
齢
の
節
目
と
し
て
の
古
希
を
健
康
で
迎
え
る
こ

と
が
出
来
、
ま
ず
は
感
謝
で
す
。

　

こ
れ
を
機
に
何
か
に
挑
戦
と
は
な
ら
ず
、
淡
々
と
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◇　

谷
口
　
茂
樹
（
東
温
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
５
年
経
ち

ま
し
た
。
仕
事
は
、
主
に
剪
定
で
草
刈
も
し
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
脚
立
の
上
や
実
際
に
木
に
上

り
作
業
し
て
い
ま
す
。
身
体
を
動
か
す
仕
事
な
の
で

健
康
状
態
は
ま
ず
ま
ず
な
の
で
す
が
、
今
年
は
２
回

も
入
院
し
ま
し
た
。

　

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
と
そ
の
後
、
顔
面
麻
痺
ど
ち

ら
も
経
過
は
順
調
で
す
が
、
同
い
年
の
知
人
も
入
院

し
た
り
大
き
な
病
院
に
通
院
し
た
り
す
る
な
ど
、
厄

年
で
も
な
い
は
ず
な
の
に
。
一
方
地
域
で
は
、
神
社

の
総
代
を
や
っ
て
い
ま
す
。

◇　

中
川
　
博
善
（
松
山
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

朝
、
集
団
登
校
の
小
学
生
が
３
組
30
人
程
、
家
の

前
を
通
り
過
ぎ
る
。

　

大
き
い
先
輩
に
紛
れ
て
一
年
生
ら
し
き
が
見
え
つ

隠
れ
つ
ゆ
く
姿
が
何
と
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
こ
の
子

達
に
は
２
１
０
０
年
の
未
来
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

退
職
後
、
平
均
寿
命
が
82
才
ま
で
「
余
生
」
を
楽

し
も
う
と
好
き
な
事
を
や
っ
て
き
て
、
気
が
付
け
ば

も
う
す
ぐ
84
才
。「
余
生
」
は
ま
だ
あ
り
そ
う
。

《剪定中》

《秋祭り神事》

　

い
つ
ま
で
続
く
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら

も
テ
ニ
ス
・
散
歩
・
サ
ウ
ナ
・
ビ
ー
ル
と
湿
布
で
腰

痛
を
抑
え
な
が
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
「
続
・
余
生
」

を
楽
し
み
健
や
か
に
老
い
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。

◇　

中
城
　
浩
道
（
南
国
市　

Ｈ
13
年
退
）

　

年
明
け
前
、
一
人
留
守
番
の
土
曜
日
、
体
の
異
変

で
お
隣
り
さ
ん
に
救
急
車
を
呼
ん
で
も
ら
う
羽
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
１
週
間
余
の
入
院
手
術
で
退
院
で
き
ま
し

た
。
静
か
な
病
室
で
時
が
流
れ
る
中
、
い
つ
何
時
お

迎
え
が
訪
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
改
め
て
悟
り

ま
し
た
。
突
然
自
分
が
居
な
っ
て
も
残
さ
れ
た
家
族

の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
い
ま
だ
未
解
決
の
空
き

部
屋
の
こ
と
墓
の
整
理
等
、
早
急
な
整
理
が
必
要
と

思
っ
た
次
第
で
す
。

　

一
区
切
り
付
け
ば
気
負
う
こ
と
な
く
余
生
を
、

日
々
穏
や
か
に
健
や
か
に
全
う
し
た
い
と
願
う
今
頃

で
す
。

◇　

流
　
　
芳
明
（
徳
島
市　

Ｒ
６
年
退
）

　

昨
年
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
た
『
海
に
眠
る
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
』
に
ド
ハ
マ
り
し
、
軍
艦
島
を
訪
問
し
た
い
と

思
っ
て
ま
し
た
が
、観
光
ツ
ア
ー
が
大
人
気
と
な
り
、

実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
っ
と
先
日
、
長
崎
で

の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
と
セ
ッ
ト
で
行
く
こ
と
が
で
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４
０
０
ｍ
と
８
０
０
ｍ
で
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
５
ｋ
）
で
10
月
庵
治
マ
ラ
ソ
ン
に

出
場
し
ま
し
た
。
後
４
大
会
に
出
場
予
定
で
す
。

　

②
食
事
は
野
菜
中
心
に
日
々
鶏
肉
・
魚
を
交
互
に

食
べ
て
い
ま
す
、
酒
・
タ
バ
コ
等
は
飲
み
ま
せ
ん
。

　

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
今
５
年
に
一
度
の
国
勢

調
査
員
と
し
て
２
０
０
軒
余
り
を
調
査
中
で
す
。

　

④
人
間
関
係
は
毎
週
水
曜
日
に
仲
間
数
人
で
集
ま

り
、
テ
ニ
ス
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
等
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
３
ヵ
月
に
一
度
病
院
で

健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
。
以
上
が
私
の
近
況
で

す
。

◇　

二
宮
　
恒
雄
（
阿
南
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
７
回
目
の

年
男
を
迎
え
歳
月
の
早
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
24
年
に
脊
柱
管
狭
窄
症
の
手
術
を
し
て
か
ら

は
状
態
も
だ
い
ぶ
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

ま
た
狭
窄
症
の
痛
さ
に
弱
っ
て
い
ま
す
。

　

目
の
方
も
緑
内
障
で
３
年
前
に
２
回
も
徳
大
病
院

で
手
術
を
し
ま
し
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
良
く
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

趣
味
の
阿
波
踊
り
も
連
結
成
78
年
を
迎
え
80
年
に

向
け
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
県
内
で
も
80
才
以
上

《庵治マラソン出場 (Ｒ7.10)》

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
展
示
館
見
学
に
加
え
、
元
島
民
の
ガ
イ

ド
さ
ん
か
ら
、
当
時
の
実
話
等
も
お
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
上
陸
・
写
真

撮
影
も
で
き
ま
し
た
。

　

島
自
体
の
荒
廃
は
進
ん
で
お
り
、
栄
華
と
衰
退
を

目
に
し
、
感
慨
深
く
、
本
当
に
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
に

な
り
ま
し
た
。

◇　

西
川
　
英
俊
（
高
松
市　

Ｈ
15
年
退
）

　

80
才
を
過
ぎ
て
健
康
と
頭
脳
の
維
持
方
法
を
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
、何
度
も
考
え
た
結
果
、①
ス
ポ
ー

ツ
②
食
事
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
④
人
間
関
係
（
友

人
）
を
日
々
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

①
ス
ポ
ー
ツ
は
日
々
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
陸
上
競
技
）、

テ
ニ
ス
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。ジ
ョ

ギ
ン
グ
で
は
６
月
に
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
大
会
で 《軍艦島にて》
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の
連
員
さ
ん
も
数
少
な
い
で
す
が
身
体
の
続
く
限
り

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇　

橋
田
　
佐
世
子
（
須
崎
市　

Ｈ
７
年
退
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
『
私
は
今
』
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
更
生
保
護
女
性
部
に
属
し
て
、
地
域
の
行
事
、
保

育
園
、
学
校
の
行
事
に
参
加
し
て
子
供
達
と
の
交
流

等
忙
し
く
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
特
に
「
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が
で
き
て
、
毎
日
公
民

館
か
、
そ
こ
に
居
ま
す
。

　

身
体
を
鍛
え
る
た
め
１
０
０
才
体
操
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
卓
球
、
生
命
の
貯
蓄
体
操
と
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
バ
イ
ク
で
颯
爽
と
行
動
し
て
い
る
人
生
の

先
輩
さ
ん
（
92
才
）
を
目
指
し
て
、
健
康
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
・
・
・
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

一
柳
　
幸
唯
（
大
洲
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

退
職
し
て
か
ら
２
年
間
は
、
何
も
せ
ず
、
完
全
に

遊
び
ま
し
た
(^^;)

　

次
の
２
年
間
は
、
地
元
の
建
設
会
社
で
土
木
作
業

に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
地
元
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
め
て
い

ま
す
。
も
う
２
年
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
例
に
漏
れ
ず
、
地
元
の
役
員
は
一
杯
引

き
受
け
て
い
ま
す
(^^;)
自
治
会
の
事
務
局
、
神
社
の
総

代
、
交
通
安
全
協
会
の
支
部
長
、
老
人
会
の
副
会
長

農
業
委
員
、
ど
れ
も
、
次
の
後
継
者
が
見
つ
か
ら
な

い
役
ば
か
り
で
す
(^^;)
そ
れ
な
り
に
、
や
り
が
い
を
見

つ
け
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
(^^;)

　

次
の
７
回
目
の
年
男
は
、
無
事
迎
え
ら
れ
る
か
怪

し
い
も
の
で
す
が
、
で
き
う
る
も
の
な
ら
ば
、
機
会

を
い
た
だ
い
て
、投
稿
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
、
こ
の
年
に
な
っ
た
ら
、
元
気
が
一
番
で
す

よ
(*^-^*)

◇　

福
留
　
　
章
（
安
芸
市　

Ｈ
６
年
退
）

　

毎
日
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

妻
と
家
庭
菜
園
を
し
て
安
芸
の
地
場
産
市
場
へ
出

品
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

月
に
１
回
病
院
へ
行
っ
て
血
圧
を
測
っ
て
い
ま

す
。
今
の
ま
ま
の
生
活
が
続
け
ば
良
い
か
と
思
い
ま

す
。

◇　

前
田
　
三
興
（
香
美
市　

Ｈ
９
年
退
）

　

家
庭
菜
園
と
海
辺
等
の
散
歩
が
日
課
と
な
っ
て
い

る
。

　

６
年
程
前
に
ル
ア
ー
釣
り
を
始
め
た
。
最
初
の
釣

果
が
カ
ン
パ
チ
の
幼
魚
（
シ
ョ
ゴ
）。
元
来
の
釣
り

好
き
が
ル
ア
ー
釣
り
に
填
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
波

打
ち
際
を
移
動
し
な
が
ら
２
時
間
近
く
投
げ
る
。
適

度
な
運
動
に
な
る
の
で
夜
の
寝
付
き
も
良
い
。

　

昨
年
の
５
月
、
ル
ア
ー
ロ
ッ
ド
の
チ
ョ
イ
投
げ
で

キ
ス
を
釣
っ
て
の
帰
り
に
、
投
網
漁
を
し
て
い
た
人

に
声
を
掛
け
ら
れ
、
ニ
ロ
ギ
を
20
匹
程
貰
っ
た
。
南

蛮
漬
け
に
し
た
こ
と
は
無
か
っ
た
が
美
味
で
あ
っ

た
。
こ
ん
な
出
会
い
が
あ
る
海
辺
の
散
歩
が
続
い
て

い
る
。

《カンパチの幼魚（ショゴ）》
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◇　

松
田
　
満
幸
（
土
佐
市　

Ｈ
18
年
退
）

　

一
病
息
災
を
目
標
に
医
師
の
指
導
で
退
職
時
か
ら

飲
み
始
め
た
高
血
圧
の
薬
も
、
も
う
二
〇
年
に
な
り

ま
す
。
大
き
な
病
気
も
無
く
正
常
血
圧
で
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
八
十
路
に
入
っ
た
途
端
に
動
脈
瘤
、

膵
臓
の
嚢
胞
、
前
立
腺
ま
で
、
ド
ク
タ
ー
曰
く
貴
方

の
寿
命
が
尽
き
る
の
が
早
い
か
、
癌
化
が
早
い
か
で

す
ね
・
・
・
。

　

健
康
管
理
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
山
寺
ま
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
山
の
中
腹
に
あ
る
寺
の
境
内

か
ら
は
仁
淀
川
、
そ
の
先
に
は
激
動
の
人
生
を
送
っ

た
坂
本
龍
馬
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
繋
が
る
土
佐
湾
が

望
め
ま
す
。

　

私
は
無
宗
教
で
す
が
寺
ま
で
登
れ
る
健
康
な
体
と

境
内
の
厳
粛
な
空
気
に
感
謝
し
て
手
を
合
わ
せ
て
い

ま
す
。

◇　

水
沼
　
淳
三
（
松
山
市　

Ｈ
10
年
退
）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
36
年
４
月
１
日
付
で
、
当
時
の
内
子
電

報
電
話
局
業
務
課
、
電
信
係
の
電
報
配
達
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
平
成
10
年
３
月
末
、
松
山
支
店
営
業
部

で
退
職
す
る
ま
で
48
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
の
皆
様
方
に
助

け
て
戴
き
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
私
達
夫
婦
は
10
年
程
前
か
ら
、
車
約
15
分

位
で
行
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
「
建
設
省
管
理
」
の
河

川
敷
を「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」用
に
整
地
し
て
、火
・

木
・
土
の
週
３
回
、
運
動
不
足
解
消
と
当
日
参
加
者

と
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

や
っ
と
の
思
い
で
グ
リ
ー
ン
に
辿
り
着
く
一
般
の

ゴ
ル
フ
と
違
っ
て
、始
め
か
ら「
グ
リ
ー
ン
」「
ス
タ
ー

ト
」
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
年
齢
以
下
で
回

《サイクリング》

◇　

町
　
法
太
朗
（
香
美
市　

Ｈ
12
年
退
）

　

も
う
こ
の
年
に
な
っ
て
年
男
も
な
い
け
ん
ど
・
・

２
月
末
で
84
才
、
今
日
明
日
を
ど
う
や
っ
て
元
気
に

居
ら
れ
る
か
・
・
身
体
の
あ
っ
ち
、
こ
っ
ち
に
、
ま

と
も
な
部
分
が
な
い
、
散
歩
し
た
だ
け
で
疲
れ
る

し
・
・
。
週
１
回
（
土
曜
日
）
注
射
を
打
ち
に
、
２
，

３
ヵ
月
に
１
回
受
診
。

　

友
人
と
の
お
付
き
合
い
も
途
絶
え
て
数
年
「
ゴ
メ

ン
ネ
・
・
・
」
ラ
ン
チ
の
お
付
き
合
い
は
出
来
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
・
・
・
。

◇　

松
﨑
　
一
人
（
香
南
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

元
気
で
楽
し
く
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。（
毎
日
朝
、

妻
と
一
緒
に
約2.5

㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

　

令
和
２
年
退
職
後
、
年
金
生
活
し
て
ま
し
た
が
、

突
然
、
四
国
通
建（
株
）の
知
人
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
複
合

機
の
技
術
支
援
及
び
現
場
同
行
技
術
指
導
担
当
と
し

て
依
頼
が
あ
り
７
月
１
日
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
、

一
昨
年
４
月
１
日
以
降
は
臨
時
社
員
契
約
で
週
３
日

勤
務
契
約
、
４
月
以
降
の
契
約
は
不
明
で
す
。

　

趣
味
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
（
今
は
２
５
０
Ｃ
Ｃ
の
ス

ク
ー
タ
ー
）
と
今
は
簡
単
な
Ｄ
Ｉ
Ｙ
、
パ
ソ
コ
ン
で

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー
ル
作
成
で
す
。

　

ど
う
か
皆
様
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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る
「
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
」
達
成
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
若
者
に
と
っ
て
は
物
足
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
我
々
高
齢
者
に
は
長
続
き
出
来
そ
う
な
良
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

帰
り
は
当
日
二
人
の
う
ち
達
成
で
き
な
か
っ
た
者

の
お
ご
り
で
「
丸
亀
う
ど
ん
」
に
立
ち
寄
っ
て
軽
い

昼
食
で
す
。
ど
う
も
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

◇　

三
好
　
教
男
（
松
山
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

退
職
し
て
早
く
も
10
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
そ
の
間
、
日
本
デ
ー
タ
通
信
協
会
で
広
報
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
年
前
に
頚
椎
症
性
神
経
根
症
が
再
発

（
前
回
は
左
側
）
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
右
側
肩
か

ら
肘
に
か
け
て
時
々
激
痛
が
走
り
仕
事
に
支
障
が
で

る
た
め
や
む
な
く
リ
タ
イ
ア
し
ま
し
た
。
な
お
、
現

在
は
リ
ハ
ビ
リ
等
々
で
痛
み
は
な
く
な
り
ま
し
た
が

毎
日
ス
ト
レ
ッ
チ
を
欠
か
さ
ず
続
け
痛
み
が
で
な
い

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
健
康
維
持
の
た
め
ほ
ぼ
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
（
最
低
１
万
歩
～
）
を
継
続
中
で
毎
年
佐
田
岬

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
趣
味
の
船
釣
り
は
毎
月
１
～
２
回
釣
友
に

誘
わ
れ
旬
の
魚
等
狙
っ
て
動
き
回
っ
て
い
ま
す
が
、

10
年
先
ま
で
元
気
で
頑
張
れ
る
よ
う
健
康
第
一
の
生

活
を
維
持
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

森
住
　
　
斉
（
徳
島
市　

Ｈ
10
年
退
）

　

平
成
10
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
、
令
和
３
年
５
月
に
急

性
心
筋
梗
塞
の
手
術
。
同
時
に
両
膝
が
悪
く
な
り
、

ほ
と
ん
ど
歩
け
な
く
な
っ
た
。
病
院
へ
通
う
の
に
も

女
房
の
運
転
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◇　

矢
野
　
　
司
（
黒
潮
町　

Ｈ
29
年
退
）

　

皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

早
い
も
の
で
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
四
国
を
退
職
し
て
９
年

目
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

勤
め
て
い
た
頃
は
、
病
気
と
い
え
ば
風
邪
を
ひ
い

た
く
ら
い
で
し
た
が
近
頃
は
、
股
関
節
痛
、
頻
尿
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
等
頻
繁
に
病
院
に
か
か
る
始
末

で
す
。
と
は
言
え
、
退
職
前
か
ら
の
米
作
り
は
継
続

し
、
新
た
に
３
年
前
か
ら
シ
キ
ビ
と
サ
カ
キ
の
栽
培

を
始
め
、
少
し
で
す
が
Ｊ
Ａ
直
売
所
へ
出
荷
し
て
い

ま
す
。
挿
し
木
し
た
苗
が
成
長
す
る
の
を
楽
し
み
に

世
話
を
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

《グラウンドゴルフにて》
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◇　

横
山
　
高
佳
（
東
京
都　

Ｈ
10
年
退
）

　

70
才
の
時
、
妻
が
く
も
膜
下
出
血
を
起
こ
し
九
死

に
一
生
を
得
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、子
供
（
長
男
・

二
男
）
の
希
望
に
も
添
い
、
生
ま
れ
故
郷
を
離
れ
東

京
に
移
住
し
早
や
10
年
。
い
つ
の
間
に
か
健
康
寿
命

を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
元
気
印
と
言
わ
れ
大
過

な
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
や
80
才
半
ば
と
な

り
体
力
・
気
力
・
知
力
が
下
降
線
を
辿
り
始
め
た
こ

と
か
ら
夫
婦
で
人
生
の
集
大
成
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

向
け
て
激
変
す
る
世
の
中
に
取
り
残
さ
れ
ま
い
と
都

会
の
雑
踏
の
中
で
も
が
い
て
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
だ

け
は
高
く
上
げ
気
持
ち
だ
け
は
前
向
き
に
生
き
て
い

ま
す
。

◇　

吉
原
　
　
博
（
三
木
町　

Ｈ
29
年
退
）

　

平
成
29
年
に
、
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
四
国
を
退
職
し
、
香

川
県
農
業
大
学
校
で
１
年
間
学
び
、
国
が
目
指
す
農

家
と
は
対
極
に
あ
る
零
細
農
家
（
米
20
ａ
、
野
菜
20

ａ
、
休
耕
田
10
ａ
）
で
す
が
ナ
ス
や
ナ
バ
ナ
等
の
野

菜
を
栽
培
し
、
Ｊ
Ａ
や
産
直
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
も
含
め
て
、
生
命
保
険
の
お

世
話
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
元
気
に
過
ご
し
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
の
２
月
に
、
急
性
の
心
筋
梗
塞
を
発

病
し
、
人
生
で
初
め
て
、
救
急
車
に
乗
り
、
２
週
間
、

入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
２
回
受
け
、
無
事
、
体
調
は
、

《ゴルフ場にて》

◇　

山
本
　
賢
次
郎
（
川
崎
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
会
社
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ン
ト
大
阪
本
社
を
２
０
２
０
年
３
月

に
退
職
し
た
後
、
取
引
先
の
企
業
か
ら
お
声
掛
け
を

頂
き
、
２
０
２
５
年
９
月
ま
で
単
身
赴
任
で
松
山
市

に
住
み
、
四
国
４
県
の
前
職
の
会
社
の
事
業
所
に

ル
ー
ト
営
業
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
か
ら
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
あ
る
神
奈
川

県
川
崎
市
に
戻
り
、
家
内
と
二
人
暮
ら
し
を
始
め
て

い
ま
す
。
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ-

Ｏ
Ｂ
の
先
輩
に
、
65
才
を

超
え
る
と
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
は
大
事
だ
か
ら
な
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
れ
を
感
じ
る
こ
の

頃
で
す
！

　

さ
て
、
今
日
は
何
か
用
が
あ
っ
た
か
な
〜
！

《藤棚と私（Ｒ7撮影）》

◇　

山
内
　
浩
二
（
東
温
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

退
職
し
て
早
や
７
年
。

　

農
業
の
傍
ら
、
孫
守
り
な
ど
、
の
ん
び
り
と
し
た

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
70
才
で
始
め
た
週
１
回
の
テ
ニ
ス
も
身
体

が
続
く
限
り
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

山
口
　
　
勲
（
高
松
市　

Ｈ
14
年
退
）

　

令
和
８
年
は
退
職
し
て
24
年
に
な
り
ま
す
。直
後
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、登
山
等
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
が
、今
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
み
続
行
中
で
す
。

　

先
祖
か
ら
の
農
地
で
細
々
と
稲
作
を
続
け
て
い
ま

す
が
、
農
機
具
が
高
価
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

10
年
前
に
地
区
内
に
高
松
市
の
小
規
模
な
公
園
が

完
成
し
、
芝
刈
り
、
藤
棚
そ
の
他
の
剪
定
、
清
掃
を

高
齢
者
仲
間
で
年
に
数
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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俳　

句

愛
媛
支
部

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
『
若
草
句
会
』

注
連
石
に
米
山
の
文
字
初
御
空�

八
木
　
重
明

大
絵
馬
の
神
馬
嘶
く
初
社

初
詣
八
十
路
の
爺
に
婚
は
吉

年
明
け
て
氏
神
様
へ
感
謝
す
る�

山
岡
　
郁
夫

初
春
を
迎
え
て
今
年
も
健
や
か
に

絵
馬
飾
り
風
雨
に
耐
え
て
年
を
越
す

年
明
け
て
夢
を
抱
え
て
寝
る
子
か
な�

倉
本
　
逸
夫

ま
た
ひ
と
つ
悩
み
が
増
え
ぬ
年
の
明
け

足
萎
え
の
終
の
住
処
や
初
日
の
出

都
会
落
ち
ズ
ワ
イ
戻
る
や
終
の
里�

和
久
利
博
泰

新
米
や
懐
具
合
嘆
く
声

行
く
秋
を
惜
し
む
指
先
風
掴
む

年
の
瀬
に
妻
入
院
の
手
酌
酒�

大
野
　
讓
司

寒
し
風
波
紋
で
な
び
く
影
法
師

打
ち
寄
せ
る
足
元
の
波
秋
深
む

教
え
子
の
五
十
路
と
な
れ
り
秋
愁
う�

松
本
　
英
子

輝
紅
葉
爺
ひ
と
り
な
り
過
疎
の
村

神
の
旅
千
年
杉
の
谿
明
く
る

冬
立
つ
や
土
か
き
分
け
て
種
の
出
づ�

福
井
　
寿
恭

小
春
日
や
瑠
璃
の
向
こ
う
で
招
き
を
り

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
一
行
加
へ
秋
惜
し
む

�������������������������������������������

発
病
前
に
戻
っ
た
の
で
す
が
８
種
類
の
薬
を
一
生
、

飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
少
し
ば
か
り
憂
鬱
に

な
り
つ
つ
、
退
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
回
目
の
入
院
で
３
回
目
の
治
療
を
受

け
ま
し
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、
担
当
医
か
ら
は
、
４

回
目
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
「
成
功
し
て
も
、
今
後

と
も
薬
は
、
必
要
で
す
」
と
言
わ
れ
、
現
在
の
体
調

お
よ
び
検
査
デ
ー
タ
の
正
常
性
は
、
定
期
検
診
と
薬

で
維
持
で
き
る
と
考
え
、
治
療
は
受
け
な
い
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

農
業
は
、
病
気
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
夏
は
、

ナ
ス
の
Ｊ
Ａ
出
荷
を
止
め
、
少
し
ば
か
り
の
野
菜

(

ナ
ス
が
不
動
の
４
番)

を
産
直
出
荷
す
る
形
態
に

換
え
、
後
継
者
の
い
な
い
農
業
を
最
低
75
才(

後
期

高
齢
者)

ま
で
は
、
継
続
し
た
い
と
思
案
し
な
が
ら

楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
。

◇　

和
田
　
惠
充
（
松
山
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

退
職
し
て
11
年
が
過
ぎ
、
今
年
6
回
目
の
年
男
を

迎
え
ま
す
。
過
去
に
は
旅
行
先
で
急
性
心
筋
梗
塞
を

患
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
現
在
は

定
期
的
な
受
診
は
あ
る
も
の
の
元
気
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

一
昨
年
、
妻
に
先
立
た
れ
ま
し
た
。
突
然
の
こ
と

で
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
今
は
一
人
暮
ら

し
に
も
慣
れ
、
洗
濯
、
掃
除
、
炊
事
、
買
い
物
な
ど

多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
状
況
で
す
が
、
息
抜
き
と
し
て
下
手
な

ゴ
ル
フ
練
習
で
体
を
動
か
し
た
り
、
知
り
合
い
と
会

話
す
る
こ
と
で
気
分
転
換
し
て
い
ま
す
。

　

遠
方
の
息
子
や
孫
か
ら
「
起
き
て
る
？
」「
ご
飯

食
べ
た
？
」
な
ど
の
安
否
確
認
コ
ー
ル
が
我
が
家
の

毎
朝
夕
の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
何
か
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。
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次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
故
人
の
お
名
前
）（
逝
去
年
月
日
）（
享
年
）（
生
前
居
住
地
）

　
（
愛
媛
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋　

俊
朗　

様　

Ｒ
７
・
９
・
６　

90　

松
前
町

渡
部　
　

宰　

様　

Ｒ
７
・
９
・
23　

78　

松
山
市

小
林　
　

弘　

様　

Ｒ
７
・
10
・
４　

90　

松
山
市

濱
田　

健
二　

様　

Ｒ
７
・
10
・
30　

81　

松
山
市

山
西　
　

勉　

様　

Ｒ
７
・
11
・
６　

83　

東
温
市

敷
村
サ
ガ
ノ　

様　

Ｒ
７
・
11
・
14　

95　

松
山
市

白
形　

勇
夫　

様　

Ｒ
７
・
11
・
18　

87　

松
山
市

井
川　

大
吉　

様　

Ｒ
７
・
11
・
23　

96　

松
山
市

　
（
香
川
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　

昌
子　

様　

Ｒ
７
・
４
・
23　

84　

さ
ぬ
き
市

清
水
喜
久
子　

様　

Ｒ
７
・
９
・
23　

92　

高
松
市

三
浦　

啓
利　

様　

Ｒ
７
・
10
・
２　

92　

高
松
市

宮
脇　

秀
行　

様　

Ｒ
７
・
10
・
25　

92　

高
松
市

豊
田　

賢
三　

様　

Ｒ
７
・
11
・
６　

90　

観
音
寺
市

　
（
徳
島
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
発　

邦
俊　

様　

Ｒ
７
・
９
・
15　

94　

鳴
門
市

高
畑　

敏
一　

様　

Ｒ
７
・
９
・
15　

86　

板
野
町

前
川　

聖
子　

様　

Ｒ
７
・
10
・
１　

89　

徳
島
市

敬
　
弔

　
（
高
知
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
江　

逸
勝　

様　

Ｒ
７
・
９
・
11　

99　

香
南
市

岡
林　

容
子　

様　

Ｒ
７
・
９
・
22　

90　

高
知
市

山
﨑　

房
子　

様　

Ｒ
７
・
11
・
29　

95　

土
佐
清
水
市

表
紙
の
言
葉

　
「
関
西
へ
旅
行
中
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術

館
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
展
が
開

か
れ
て
お
り
、
北
欧
ら
し
い
造
形
と
色
合
い
の
硝

子
瓶
に
引
か
れ
、
係
員
に
確
認
す
る
と
撮
影
可

だ
っ
た
の
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
思
い
入
れ
の

あ
る
一
枚
で
す
。」�

（
後
藤　
　

勝
）

　
　

四
国
電
友
会
会
報　

第
二
一
三
号

　

発　
　

行　

令
和
八
年
一
月

　

編
集
責
任
者　

電
友
会
四
国
地
方
本
部

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

川
岸　

広
明

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
内

　

電　
　

話　
（
〇
八
九
）
九
三
六–

二
〇
二
三

　

印　
　

刷　

株
式
会
社
ハ
ラ
プ
レ
ッ
ク
ス

組
み
合
わ
せ
か
ら
な
り
、
今
年
の
十
干
の
「
丙
」
は

陽
火
の
象
徴
で
あ
り
、
植
物
が
太
陽
の
光
を
浴
び
て

大
き
く
開
花
す
る
意
味
を
持
つ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
二
つ
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
今
年
は
何
と
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
活
発
な
年
に
な
り
そ
う
で
す

ね
。

　

ま
さ
に
今
年
は
２
月
に
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
３
月
に
Ｗ
Ｂ

Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）、

そ
し
て
６
～
７
月
に
サ
ッ
カ
ー
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
が
開

催
さ
れ
ま
す
。日
本
勢
の
活
躍
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
に
今
年
の
干
支
を
象
徴
す
る
よ
う
に
華

や
か
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
こ
ん
な
に
多
彩
な

ス
ポ
ー
ツ
が
開
催
さ
れ
る
と
テ
レ
ビ
の
前
に
居
座
る

時
間
が
多
く
な
り
そ
う
で
す
（
笑
）

　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
で
身
体
を

動
か
す
時
間
も
増
や
そ
う
と
思
い
ま
す
。

編 

集 
後 
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
午
（
馬
）」
年
で
す
。
十
二
支
の
７
番

目
に
あ
た
る
「
午
」
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
、
活
発

で
華
や
か
な
時
期
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た「
馬
」

の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
か
ら
も
行
動
的
で
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
年
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
干
支
は
十
干
（
じ
っ
か
ん
）
と
十
二
支
の
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四国通建
本社／愛媛県今治市南大門町1丁目1-15　支店／松山･高松･徳島･高知 
営業所／新居浜･西条･宇和島
電話 代表(0898)32-5555　URL https://www.stk.co.jp/

四 国 通 建 は お か げ さ ま で 8 0 周 年

�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������謹　　賀　　新　　年
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�������������������������������������������謹　　賀　　新　　年

電友会の先輩方、
お知り合い・ご親戚のお店がありましたら

ぜひ、私どもにご紹介ください。

広告通信社は、お店のPRや求人募集等、広告全般をご提案いたします。
ぜひ、ひと声おかけください。

代表取締役社長 宇山 賢

アストラムライン本通駅サイネージ
このたび、自社媒体として、広島市中区「アストラムライン
本通駅」改札近くにデジタルサイネージを設置して、広告
販売中です。街のにぎわいづくりに貢献していきます。
●65インチモニター×15面　●放映 6：00～24：00

業務紹介

第2営業部 部長　青野 望

四国支店 担当部長　鳥井大城岡山支店 営業部長　藤原祐輔

取締役営業本部長　若菜茂雄

総務経理部 部長　堀下武伯 総務経理部 担当部長　亀谷正敏

基町事業部 部長　恩田隆司

基町事業部 担当部長　有田 勇 四国支店 支店長　武田茂人

これまでの経験を活かし、

広告通信社で頑張っています。

これからもご指導よろしくお願いします。

■本社（広島） TEL(082)245-5588
■岡山支店　 TEL(086)227-1166　

■基町事業部 TEL(082)502-3505
■山口営業所 TEL(083)925-7622

問い合わせ先［ 受付時間／平日9：00～17：30 ］

■四国支店 TEL(089)989-3663
懐かしい顔があれば、

お気軽にお電話ください

■四国電友会報10月号 協賛広告 _広告通信社 _20250905
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お客さまの課題解決のため、共に考え、⽀え、伴⾛するパートナーとして、充実したサービスを展開していきます。
ＮＮＴＴＴＴビビジジネネススソソリリュューーシショョンンズズ株株式式会会社社 https://www.nttbizsol.jp/

�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������謹　　賀　　新　　年



－58－

第２１３号 令和８年１月四　国　電　友　会

株式会社ＮＴＴフィールドテクノ
愛媛設備部 〒791-0061 愛媛県松山市南江戸町1283-1 NTT松山研修センタビル
香川設備部 〒761-8058 香川県高松市勅使町下所720-1 NTT勅使ビル
徳島設備部 〒770-0052 徳島県徳島市中島田町2-26 NTT徳島西ビル
高知設備部 〒781-8007 高知県高知市仲田町13-41 NTT潮江ビル
ＵＲＬ：https://www.ntt-ft.jp/

�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������謹　　賀　　新　　年

四国から、みんなのセカイを変えていく

変えていく、みんなの暮らし

変えていく、みんなの仕事

変えていく、みんなの未来

情報技術とアイデアで、より豊かな社会の実現へ

790-0811 愛媛県松山市本町1-3-4 ｄ_ll MATSUYAMA
TEL: 050-5556-3000    www.nttdata-shikoku.co.jp
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�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������謹　　賀　　新　　年

地域事業本部西日本支店 ＮＳ部門四国サービス担当

〒790-0808 松山市若草町3番6号 ＮＴＴドコモソリューションズ松山ビル４Ｆ

ＴＥＬ（089-934-1115)
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物流の包括的

PL3

SCTC

アウトソーシング運営・最適化

物流戦略策定

PL4
コンサルティング

サプライチェーン最適化

サプライチェーントータルコーディネーター
Ⓡ

NTTロジスコは、荷主企業の「物流戦略の策定」(4PL事業 )から
「実際の物流運営」(3PL事業)までのサプライチェーンに関わる様々な課題を
解決する3.5PL事業者として、お客様のサプライチェーン最適化に貢献します。

ロジスコは、3.5PLロジスコは、3.5PLNTTNTT ®

※「3.5PL®」「SCTC®」は NTTロジスコの登録商標です

https://www.nttlogisco.com NTTロジスコ

〒791-8036 愛媛県松山市高岡町 422-1
089-965-2441TEL

四国支店

�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������謹　　賀　　新　　年
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Ｐｕｂｌｉｃ Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ

公益財団法人日本公衆電話会

日本公衆電話会は、地域社会の

安全・安心の向上と健全な地域

社会の充実に寄与するための

情報提供と啓発活動に取り組んで

います。

〒790-0808
松山市若草町３番６号 NTT西日本 若草ビル別棟２階
事務局：電話089-936-2378　白石 健一　榎宮 昭彦

�������������������������������������������
�������������������������������������������
�������������������������������������������謹　　賀　　新　　年
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旅のご相談は

亀バス
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